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    恋するパティシエ　同居人は副社長

    　

    桜旗とうか

    

    　

    　


    
        【暁斗】

        　

        二十一時。

        この時間にもなれば、ほとんどのパティスリーはクローズドの看板がかかっている。営業中であっても、そこはすでに足を運んだ店。

        手帳を助手席に放り投げ、青へと変わった信号にアクセルを踏んだ。

        どこも美味しかった。でも、琴線には触れなかった。

        会社から自宅までの道のりで、車を走らせて見つけられる場所なんて限られる。通りを一本奥へ入ったところで、ほとんどシャッターが閉まっているうえに、なんの店舗かわからないなんてことは珍しくない。

        それでも、今日こそは出会いがあるかもしれないと、通りを曲がった。

        黒い影が視界に飛び込んでくる。

        人……!?

        とっさにハンドルを切って急ブレーキを踏む。が、車はコントロールを失い横滑りした。夜の閑散とした通りにけたたましい轟音が響き、衝突のショックで全身に痛みが走る。

        「つっ……痛……」

        すぐに車から降りて、周囲を見た。

        誰かを怪我させてしまったなら病院へ運ばなければと思ったが、人影はなく動物の影が遠くへ走り去っていくのが見えた。犬か、猫か。判然とはしないが、とにかく誰も巻き込まなかったようだ。ただ。

        「……この店が被害者か」

        車を突っ込んでしまったのは、シャッターの閉まった古い貸店舗のようだった。閉店時間なのか、使われていないのか。人の気配はない。が。

        「ちょっ……！」

        背後から声がかけられ、振り返った。

        「あっ、え、ちょっとなに、どういうこと？」

        若い女性だ。両手にスーパーの袋を提げているところを見るに、買い物帰りだろうか。

        「車、突っ込んだの？」

        「ええ。失礼ですが近くの方ですか？　こちらの持ち主をご存じないでしょうか」

        警察へ届けなくてはとスマホを操作しながら尋ねると、彼女は知っていますよと答えた。ありがたい。

        「私の自宅ですから……！」

        「え？」

        ふるふると戦慄わなないたかと思うと、女性は両手の荷物をどさりと落として詰め寄ってきた。

        「どうしてこんなところに車が突っ込むの!?」

        「ちょ、ちょっと待って、話を聞いてくださ――」

        「しかもピンポイントで狙ってくるとか、どういうことよ！」

        「話を聞いて――」

        「どうせいまみたいにスマホ触りながら運転してたんでしょ。信じられない！」

        「だから、ちょっとは話を聞けよ！」

        「それが事故を起こした人の態度!?」

        「こっちだって混乱してるんだよ。だいたい俺は脇見運転なんてしてないからな！」

        「どうだか」

        つんと女性はそっぽを向く。

        怒らせた。しかも、おそらく一番の被害者を。

        脇見運転こそしていないが、不注意だったのは事実だ。

        「あ……いや、違う。混乱をしているのは本当だが、俺が食って掛かっていいことじゃない。申し訳ない。こちらのミスだ」

        「当然でしょ」

        女性は一瞥を投げて大破した店舗に視線を移した。

        「……あなたは大丈夫なの？」

        「ああ……なんともない」

        「念のため病院くらい行ったほうがいいんじゃない？」

        「……そうするよ」

        「もう……、なんでシャッター突き破って突っ込んでるのよ。外も中もめちゃくちゃじゃない」

        「本当に申し訳ない。ここ、店だよな？」

        「そうね」

        見える限りでは中のものは全滅だろう。二階が居住になっているのだろうが、こんな場所で寝起きはできない。

        つまり、生活空間と職場空間の両方を奪ってしまったわけだ。

        「弁償をする。住む場所も仕事も……」

        「当たり前だわ。あなたのミスなんだし、私を野宿させようなんて承知しないんだから」

        「すぐにホテルを手配しよう。週末だから難しいかもしれないが」

        「あら。高級ホテルなら案外取れるかもしれないじゃない？」

        取れるか。

        週末に満室なのはどこも同じだ。

        「……当たってみる」

        「あと、お店はかわいい店舗を探してね？」

        「…………」

        なんだ、この女……。

        全面的に自分が悪いことは理解をしている。明らかに操作ミスだったのだ。わかってはいるが。

        この要求はどうなんだ？

        いや……それを口にするわけにはいかないか。

        「……わかった」

        「とりあえず、私は大家さんを呼ぶから、あなたはやるべきことをやってね？」

        「ああ、警察を……」

        「それもだけど、まずホテルね。スイートルームとかいいなぁ」

        いや、まずは警察だろう。

        「……なあ、俺が悪いことは重々承知してるが、そういう態度はどうかと思うぞ？」

        「え、私は被害者……」

        怒ってはいけない。だめだ。謝罪をするべきだ――

        「こっちがさっきから殊勝に謝ってんのにその態度はどうなんだって話だよ！」

        が、無理だ。

        「なんであなたがキレるの!?　悪いことしたなんて思ってないでしょ、そっちこそその態度はどうなのよ！」

        「だから弁償はするしホテルも手配をするって言ってるだろうが！」

        「どうせならいいお店のほうがいいし、いいホテルに泊まらせてって話じゃない！」

        この女性とまともに話ができる気がしない。なぜ「どうせなら」になる？

        とはいえ、むちゃくちゃだが彼女の言うことは間違っていない。家も仕事も奪ったのだ、安全と安心を確保しなければ。

        まずは高級ホテルを当ってみよう。それから店の弁償、彼女のこれからの仕事、自分の車の修理と……。

        だめだ、やることが多すぎる。

        「ちょっとだけ時間をくれ。頭の中を整理する」

        停止した思考を懸命に働かせていると、パトカーのサイレンの音が聞こえ、近くで止まった。

        近くの住民が呼んでくれたようで、流されるように取り調べに応じ、店の持ち主である大家を交えて示談となった。

        幸い、大家や警察とのやり取りは穏便に済んだのだが。

        「申し訳ない、ホテルを当ってみたが、やはり満室だそうだ」

        思いつく限りに電話をかけて問い合わせてみたが、見事に全滅だった。本当にハイクラスホテルすら取れないとは。

        部屋が取れないならあとはどうするべきだ？

        「本当に、どこも満室？」

        「嘘をつくメリットがない」

        しょんぼりと肩を落として、スーパーの袋を取りに戻ると、女性は「わかった」と言った。

        「どこへ行くんだ？」

        「泊るところ、探さなきゃ」

        「だから、それは俺が手配するって」

        「ホテル、全滅なんでしょ？　憧れのお姫様空間とか、ないんでしょ？」

        事故に遭っていながら、その待遇を求める神経がすごい。

        「さっきのは言ってみただけだから気にしないで。ネットカフェにでも行くわ」

        「ちょっと待て。それはだめだ」

        彼女の買い物袋を取り上げ、通りまで歩いていくと猛然と追いかけてきた。

        「ちょっと。私のお夜食返しなさいよ！　貴重なお味噌が入ってるの！」

        そんなに味噌が大事かと思いながら、取り返そうと腕を伸ばす彼女から荷物を遠ざける。

        「今日はもう終電はない。このあたりに歩いて行けるネットカフェもない。タクシーを拾うからまずは乗れ」

        「タクシー代だけくれればいいのよ？」

        「だめだ。絶対ネットカフェ行くだろ。そんなところで女性を一人にできるか」

        「っていうか買い物袋返しなさいよ！」

        「返してほしかったらもう少し歩み寄ってくれ」

        いやだ、離せ、変態と散々喚いてくれたが、タクシーを止めて押し込むと子供のように頬を膨らませて拗ねている。

        これではまるで誘拐犯だ。

        彼女は不貞腐れた様子で車窓に張りついている。

        こんな気の強い女性を恋人にするとなると、男は苦労しそうだなと思ってちらりと横顔を見た。

        ……へぇ、意外。

        冷静になって見てみると、この女性。つい目で追いかけたくなるような魅力がある。

        派手というよりも清楚で可憐な印象だが、凛とした強さもある。意志の強そうな大きな目に、女性らしい顎のライン、華奢な身体。

        怒って目を吊り上げていなければ、かなりかわいいと思う。

        そしてなにより、どこかで見たような気がする。だが、そんなことを言えばナンパだとか、変態とか言い出すのだ。

        他人の空似ということもあるし、いらぬ言い争いはもうしたくない。

        「ねえ、どこへ行く気？」

        「あー……そうだな……」

        適当に走ってくださいと運転手には告げたが、そろそろ行き先を明確にしなければ。

        「ホテルはホテルでも、ラブホテルなんてごめんよ？」

        「誰がスーパーの買い物袋を提げて誘うか」

        「だいたい、どこも満室ってどういうことよ……！」

        「ついてないときはとことんついていないもんだろ」

        「それをあなたが言う!?　誰のせいだと思ってるのよ！」

        「だから悪かったって言ってるだろ！」

        「それは謝る態度じゃないでしょ！」

        殊勝に謝ろうという気持ちを奪い去っているのは彼女の気丈さだと思うのだが。

        乗るほうも悪いか。

        でも、正直なことを言うと自分は気が長いほうではない。あと、猛烈に糖分が足りない。今日はパティスリー巡りもしていないし、疲れたし、甘いものがとても恋しい。

        「運転手さん、行き先を変えてください」

        これ以上探し回っても、ホテルは見つからないだろうからと自宅へ向けて走ってもらうように告げると、隣で彼女は怪訝な顔をした。

        「安心しろ、俺の家に行くだけだ」

        「なんで!?」

        「もうホテルなんて取れない。部屋を貸すから今夜はうちで――」

        「どさくさに紛れて変なこと言わないで！　その手には乗らないんだから！」

        ばたばたと暴れてドアを開けようとする彼女を懸命に宥める。

        「君は猛獣か！」

        「離してよ変態、おーそーわーれーるー！」

        「タクシーで平然と襲うか！」

        「部屋なら襲うんでしょ！」

        「初対面で襲ったりしないから安心して泊まりに来い！」

        こんな調子で会話の応酬をしている間にタクシーが止まり、「つきましたよ」と声がかかった。

        「もう、最低！」

        「それはこっちのセリフだ！」

        その日の夜は、とにかくいつもと違う夜だった。

        　

        「…………」

        頭が感覚に追いつくまでに時間がかかった。

        「味噌汁……？」

        部屋にまで届く食欲をそそる匂いに、そういえば昨夜は女性を連れて帰ってきたっけと記憶をたどる。

        男とひとつ屋根の下はいやだというから、彼女だけ家で寝かせて自分は出て行こうかとも思ったが、結局相手が折れてくれた。

        むちゃくちゃな対応をされて印象は最悪だったが、ちゃんと話せば理解ある女性なのだ。

        少し見方が変わった。

        ベッドを降りてキッチンへ出ると、おたまを手にした女性がじっとこちらを見ていた。

        「おはよう」

        「……。この部屋、なにもないのね。男の人の部屋ってこういうもの？」

        「さあ？　俺はものを置きたくないだけ」

        彼女はふーんと頷く。

        「それより勝手にキッチン借りてごめんなさい。昨日買った食材が傷んじゃうから使いたくて」

        あとまた人質に取られたら泣きそう、と付け加える。

        「そんなに大事か」

        朝食を求めて冷蔵庫を開けながら尋ねてみたものの、中身を見てやはり大事だなと思う。

        「大事でしょ」

        「そうだな。びっくりした、なにもない」

        「普段なに食べて生きてるのよ」

        フライパンを眺めながら彼女が笑った。

        「そういえば、君の名前を聞いてなかった。俺は吉原よしはら暁斗あきとだ。教えてもらっても？」

        「杉村すぎむら侑里ゆり。ところで、ごはん食べるでしょ。二人分作ったし、食べてもらえると嬉しいんだけど」

        ダイニングテーブルに、あまり縁のない和食が並ぶ。白飯、味噌汁、焼き魚、それから煮物。

        筑前煮……？

        朝も早い時間から、よくこれだけ作れたものだと感心しながらも、彼女が席に着くのを待ってからいただきますと手を合わせる。

        一瞬じっと見られた気がしたが、気にせず箸を進めた。

        「ねえ、このあたりって不動産屋さんってある？」

        美味い。

        こう言ってはなんだが、そのあたりの飯屋よりも断然。

        「安くて、綺麗で、便利なところがいいかな。安全なところで、間取りは……そうね、この部屋みたいなのがいいかしら……」

        できたての食事なんて久しぶりだ。

        朝は準備する時間も惜しくて食べないことがほとんど。昼は社食か菓子パン。夜はコンビニ弁当か、最悪ケーキだけなんて日もある。そもそも自炊は苦手だ。

        「ちょっと、吉原さん聞いてる？」

        「君は料理上手なんだな」

        「はい？　いまそんな話してないでしょ」

        この食事が毎日出てきたら、きっと幸せだ。

        彼氏はきっと果報者だなと思って、はっとした。

        ついうっかり連れてきてしまったが、恋人くらいいたのではないだろうか。世話になるのをいやがったのはそのせいかもしれないと考えなかったが……。

        「彼氏は？」

        「は……？　いないけど。関係ないでしょ？」

        「そうか。いないのか」

        「わ、悪かったわね、薄っすらと笑わないでよ！」

        ごめん、と一言謝罪して、不服そうにする彼女を見た。

        「侑里、不動産屋の世話にならず、うちに住まないか？」

        「いきなり呼び捨て!?」

        「俺も呼び捨てればいい」

        「なんで私がそっちに合わせるのよ！」

        「そこは問題じゃない」

        「大問題よ！　冗談はやめてよね」

        「俺はまじめに言ってる」

        侑里は一度部屋を見まわして、はあとため息をつく。

        「たしかに間取りはこの部屋みたいなのがいいって言ったし、安全面も大事とは言ったけど……」

        「だから、ここに住めばいい」

        「私、こんな高そうな部屋に出すお金はないわ」

        「家賃なんて取るつもりはない」

        「謝罪のつもりならいらないわよ？」

        「どっちかというと俺のためだ。毎日の食事や掃除といった家事全般を引き受けてほしい。金はもちろん払う」

        謝罪ではなにも受け取ってもらえないことはわかっている。なにより、自分のために申し出ていることに嘘はない。

        しばらく唸ったあと、侑里はちらりとキッチンを見た。

        「キッチン使い放題？」

        「もちろんだ。好きに使えばいい」

        「あとは掃除と洗濯？」

        「洗濯は各自。掃除は俺の部屋以外」

        「ほとんどやらなくていいってことじゃない」

        「主に料理をしてほしいから」

        「うーん…………」

        しばらく悩んだあと、彼女はわかったと頷く。

        「すぐに部屋は見つけられないだろうし、あなたは悪い人じゃなさそうだからお世話になる。でもお金はいらない。部屋を間借りする間だけよ」

        「交渉成立だな。帰りが楽しみだ」

        食事を終えて出かける準備を始めると、侑里は不思議そうな顔をする。

        「仕事？」

        「ああ。休日出勤ってやつ」

        別に急な仕事があるわけではないが、侑里も一人の時間がほしいだろう。

        「病院は？　行かないの？」

        「ついでに寄っていく」

        「それならいいの。それより、このあたりで一番近いスーパーってどこ？」

        「さあ、知らない」

        「知らないって！　近所でしょ、知らないってなに!?」

        「そういうの苦手なんだ。自由に出かけていいし、代金もカード切ればいいから。じゃあ行ってきます」

        鍵とクレジットカードを渡して部屋を出たあと、ゴッと普通では聞かないような不審な音に送り出された。

        

        　

        　

    

    
        【侑里】

        　

        昨日からの騒動はいったいなんなのか。

        侑里はひとまずリビングのソファの上で体育座りをして、家主を追いかけたせいで勢い余ってぶつけた額をさすりながら、必死で頭を働かせる。

        店を閉めて買い出しに行ったのだ。いつもどおりに帰ってご飯を作り、翌日の準備をするはずだった。が、帰ってきたところで強制終了。なぜか見知らぬ男の部屋に泊まって、朝食を振舞って、いきなり名前を呼び捨てられて、その男はスーパーの場所を知らなかった。

        「もう、どこを突っ込めばいいの……」

        とてもハイスペックな人だと思う。見惚れるくらいルックスがいいし、どう見ても高そうなマンションの高層階の部屋に住んでいて、あの若さで当たり前のように高そうな車を持っている。世間一般よりも高水準の収入があるか、根っからの金持ちかだろう。それならスーパーで買いものなんてしなさそうだ。

        既婚者かなとも思ったが、家に人の気配がまったくない。ものが少なくて、誰かが暮らしている様子がうかがえないのだ。おそらく一人暮らし。もっとも、恋人の部屋に入り浸っている可能性はおおいにあるだろうし、恋人ではない相手がいても驚かないが……。

        「驚かないけど……あの性格には驚くわよね」

        突っ込みどころしかない。と、いうよりも侑里とは合わない系統なのだと思う。

        これが住む世界が違う、というやつか。

        「ちょっと違うか」

        ひとしきり考え巡ったところで、ソファを降りてスーパー探しにでも出かけようと支度をする。

        しかし。

        「カードって！　使わないわよ!?　っていうか、こういうときは現金置いていくでしょ」

        ぽんと見ず知らずの相手にクレジットカードを置いていく不謹慎さ。

        鍵を預けてしまう不用意さ。

        住まわせてしまう無防備さ加減。

        不安になるレベルのお人好しだ。金持ちというのは金品に無頓着なのだろうか。

        しかも、冷蔵庫の中身はピーナッツバターとケチャップしか入っていないことには愕然とした。本当にあの人はなにを食べて生きているのか。

        部屋は整頓されているから、だらしない性格ではないと思う。見てまわった限りでは洗濯物もたまっている様子がない。各自で洗濯を、と言うだけあって、そういったことはできるらしい。

        異次元の人だと言われても疑えないが、洗濯機の周りには洗剤や柔軟剤があったし、ごみ箱にはコンビ弁当やデザートの容器が捨ててあり、あの人は普通の人間だと理解した。

        驚くほど生活臭がしないだけなのだ。

        よほど忙しいのだろう。どこにでもあるような料理にお金を出したくなるくらいに、手料理というものに餓えているようだ。

        暁斗からの申し出はとてもありがたかった。だからといっていつまでも世話になるつもりはない。人になにかを借りるなんて冗談ではない。居住空間であってもそれは変わらない。

        「うん、やっぱり早く出て行こう。まずは仕事を探さなきゃ」

        店が壊されたのは正直痛い。売上金だけは回収してきたが、払わねばならないものがあるし、貯金もない。そして、想定外の無職。

        数日は彼のお世話になるのだろうなと思う。不動産屋で即決して、いきなり住むなんてことはできない。だから仕事が見つかるまでの間だけ。できればこれまでと同じような職業に就きたい。

        久しぶりに午前中に外を出歩いた。いつもは営業時間だし、節約のために閉店ぎりぎりのスーパーを狙っていくことが多い。

        「そういえば、食べられないものとかないのかしら」

        食事を作るのはかまわないが、苦手なものやアレルギーの有無くらい聞けばよかった。

        雑食……かしら。なんでもいけそうな気がしたけど。

        あまり神経質になるようなものはなさそうだし、甘いものも好きなようだった。

        「野菜、食べてもらったほうがいいかな」

        うんうん唸りながらあたりに目を向ける。と、洋菓子店らしき店を見つけ、思わず駆け寄った。

        かわいい佇まいのパティスリーだ。

        ショーケースの中身はオーソドックスなものが並んでいる。イチゴショート、タルト、モンブラン、プリン。

        美味しそうだ。

        でも、買うだけの余裕はないなと立ち去ろうとして、窓の張り紙を見つけた。

        『パティシエ募集』

        チャンスだと思った。

        　

        暁斗はスーパーの場所を知らないと言ったが、近くに数件あった。彼は普段から近所で買いものをしないのだろうか。日常生活にとても支障をきたしそうだけれど。

        そんなことを考えながら夕飯を作ったあと、ダイニングテーブルで履歴書の作成に取りかかった。

        かわいくて綺麗なお店の求人なんてすぐには見つからないだろうと思っていたが、運がよかった。

        でも、転職は初めてだ。ずっと自営業だったため、履歴書なんて初めて書く。見本がついているので難しくはないが、緊張のあまりに文字がカクカクしている。ちょっとひどい文字かなと睨み合っていると、インターホンが鳴った。

        留守を任されてはいるが、来客応対などしてもいいのだろうか。

        どうしようかと迷っていると、もう一度インターホンが鳴る。間隔を開けず三度目。四度目。

        さすがに気になってモニターを覗くと、暁斗の姿が見えた。切迫した様子に応答をしてみると、すぐに開けてくれと必死の形相。

        忘れものでもしたのだろうか。

        だが、帰宅した彼の第一声は「思い出した！」だった。

        「え？　はい？」

        忘れ物ではないようだ。

        困惑のまま暁斗を見上げていると、もう一度思い出したんだと言う。

        「昨夜から、君をどこかで見たことがあると思ってたんだ」

        「まさかナンパ？」

        「違う！　というか予想通りだな！」

        暁斗は慌てた様子でジャケットを脱ぎ捨てると部屋に入り、少しして戻ってきた。手には数冊の雑誌。

        「それって、スイーツの雑誌？」

        「ああ。洋菓子の特集記事があればなんでも買うけど、たしかこれだったはず」

        ページを捲っていく。

        その雑誌はよく知っているものだ。以前、インタビューを受けたことがある。

        暁斗の手がぴたりと止まり、「あった」と示したのは、やはりインタビュー記事だった。顔写真まで載ったものだ。

        「名前までは覚えてなかったんだが、顔に覚えがあった」

        「それは……ありがとう？」

        顔を覚えられるというのはなんだか複雑だ。悪い意味で覚えられていたらちょっと悲しくなる。

        思わず顔を押さえていると、暁斗は面白そうに肩を揺らして笑っている。

        「いい意味だよ」

        「……どうも」

        発狂したいくらいに恥ずかしい。

        さらっと褒めてくる人なのか。そういう人なのか、と一人で悶絶する。

        「技術コンクール優勝二回。ピエスモンテ部門一位、ジュニアコンクール金賞……省かれてるけど、ほかにもあったよな」

        「えっと。読み上げないで」

        「どうして？　すごい経歴だろう」

        「恥ずかしいの。インタビューされたときは嬉しかったんだけど、お店に来る人にこの雑誌の人ですよね、とか言われることも多くて。はいそうです、なんてしれっと言える？」

        「別人です、とでも？」

        「言わないけど！」

        人通りの多くない場所で、ぼろ店舗といって差し支えのない店を開けていても客足は良かった。昔馴染みの客や、雑誌を見て買いに来てくれるお客で休日にはいつも行列ができるくらいに。

        ただ、いろいろとメンテナンスにお金が必要で、暮らしは貧乏極まりなかったけれど。

        「誇っていいだろ。これは間違いなく君の実力だ」

        「いーやーよー！　恥ずかしいものは恥ずかしい！」

        「意外に繊細だな」

        「意外ってなによ、女の子はみんな繊細でしょ」

        「わかってるよ。でなきゃこんな作品は作れない」

        暁斗がうっとりと見つめたのは、写真に写る飴細工のピエスモンテ。技術コンクールのときに製作をした受賞作だ。

        「これだけの経歴の持ち主がこんなところでなにを……」

        「あなたにお店を潰されたんですけど!?」

        「違う、そうじゃなくて。これだけコンクールで優勝している人が、あんな古い店舗でなにをしていたのかと」

        「ケーキ屋さんだけど」

        「……嘘だろ。あそこパティスリーだったのか」

        洋菓子店らしくないとはよく言われた。

        趣味やブランドもあるだろうが、洋菓子店といえばやはりかわいらしい、綺麗な印象だ。が、あの店は装飾にお金をかける余裕もなくそのままにしていたから、倉庫然としていてはじめて訪れた客は二の足を踏むような、そんな佇まいだった。

        「っぽくなくてごめんなさい」

        「いいや。外観はどうでもいいんだ。君のケーキを食べる機会を自分で潰したことに打ちひしがれてるだけだから」

        本当に立ち直ってこないんじゃないかと思うくらいに、暁斗は肩を落としていたけれど。

        「私の作ったものでいいならいつでも作るけど？」

        「本当か!?」

        ぐいと肩を掴まれる。

        「近い近い近い！」

        まるで子供のような目をする人だ。

        うっかりすると見惚れて動けなくなるかもしれない。

        「……なにか飲む？」

        そうやって脱け出しでもしないと彼の、思うよりよく変わる表情をずっと見つめてしまいそうだ。

        「コーヒーでも淹れようか？」

        「ああ、ありがと……」

        ダイニングテーブルに座った暁斗が、つい先ほどまで侑里が睨み合っていた履歴書を見つけた。

        「これ」

        「ちょっと、見ないで！」

        制止したところで、暁斗がそれを手に取るほうが早い。

        「就職活動？」

        「そうよ。近くにかわいい洋菓子店を見つけたから面接を受けに行こうかと思って」

        運よく職人を募集していたからというと、暁斗は座ってと椅子を促した。

        「その面接、ちょっとだけ待ってほしい」

        「え？」

        「できれば行かないでほしいけど、それを言える立場じゃないから俺の話を聞く間だけ待ってくれ。スカウトするチャンスがほしい」

        暁斗はゆっくりと、歪さの残る履歴書を指先でなぞっていく。

        大切そうに、丁寧に。

        「ねえ、吉原さんはどういう仕事をしてるの？　人事の人？」

        「携わるけど、いまは開発部の統括をしてる」

        「そっか。履歴書ってそうやって大事に見てもらえるんだね」

        「君のものだから」

        視線を一度も上げなかったが、まるで心臓を掴まれたような気がした。

        これは……喜んじゃうなぁ……。

        目を通すだけでもいいはず。もっとぞんざいな扱いをしてもかまわないはず。でも彼は、侑里の経歴を大切に扱ってくれる。

        「そういえば、侑里のお母さんもパティシエだったんだっけ」

        「そうだけど、よく知ってるのね？」

        「インタビュー記事に書いてあった」

        ああ、と頷く。

        ジュニアコンクールで金賞を取ったときに、コメントを求められ、パティシエの母からケーキ作りを教わりましたと答えたはずだ。

        「独立したんだな。仲のいい美人母娘のいる店って評判だったんだろ」

        そういう評判があったことは知っている。それにどれだけ救われたことか。

        「お母さんが死んじゃって、お店は売ることになったの。借金があったから」

        そう、と一言だけの返事をして、暁斗はようやくまっすぐ侑里を見た。

        「店をどこかにまた持つ気はないのか？」

        「当分は無理ね」

        「融資の相談も――」

        「それだけは絶対にいや！」

        驚いたように暁斗は目をしばたたかせる。

        「あ……、ごめんなさい、つい」

        「いや、こっちこそごめん」

        人に借りるなんて、絶対にいやだ。

        侑里はあまり覚えていないのだが、父は起業家だったらしい。小さいころに事故で他界してしまったから思い出もほとんどない。

        女手ひとつで育ててくれた母も、父がはからずも残してしまった借金の返済に追われて、閉店後も別の仕事をしてずっと働いていた。暮らしは貧乏極まりなかったが、母の隣で一緒にケーキを作る時間は楽しかった。でも、母の過労が祟ってそんな時間は呆気なく奪われた。

        借金さえなければ。

        もっと自分に力があれば。

        もう少し大人だったなら。

        どうにもならないこともあったが、後悔ばかりをしてしまう。

        これから先をどうしようかと考えるのもつらくて、夢中で店を構えることを決めた。コンクールでもらった賞金は手付かずのまま保管されていたから、開業資金には困らなかったし、機材は母の知り合いから安く譲ってもらえた。

        いつか、母の店に負けないような自分の店を構えようと思っていたし、いまも変わってはいない。

        「侑里」

        ぎゅっと握りしめていた手の上に、ぱたぱたと涙が落ちる。

        「苦しいときは泣いたほうがいい」

        「お昼に食べたご飯が渾身のできだったから嬉しかったのよ……！」

        「……そうか」

        柔らかい声でそう言ったあと、暁斗は侑里の肩をそっと撫でてくれた。

        「……洋菓子店に就職をしたいか？　洋菓子を作る開発員という仕事に興味はないかな」

        「私、できれば洋菓子店のパティシエでいたいの」

        洋菓子を作るというところでは同じだが、できるなら洋菓子店に勤めたい。

        けれど、暁斗はじっと侑里の顔を見つめて頭を下げた。

        「侑……、杉村さん、力を貸してほしい」

        「は？　え？　い、いまさら杉村さんじゃなくてもいいけど、どういうこと？　っていうか顔を上げて！」

        額がテーブルにつくんじゃないかと思うくらい頭を下げる暁斗の顔が上がると、ほっと胸を撫で下ろす。こういうのは初めてで焦ってしまう。

        「俺は、製菓会社に勤めている。母体はグラニス製菓という企業だが、子会社の経営が悪化していて、再建策を立てている真っ最中なんだ」

        グラニス製菓という名前は聞いたことがある。系列企業や子会社を多く持つ、いわゆる大手メーカー。

        「野々崎ののさきフーズというんだが、とにかくこれというヒット商品がない」

        ラインナップは可もなく不可もなくといったところで、緊急にヒット商品の開発が不可欠という状況。ただ、そのヒット商品を生み出す力がない。かといって人員削減は受け入れたくない。社員の生活を守れない経営者にだけはなりたくないと暁斗は言う。

        「……ん？　経営者？　開発部じゃないの？」

        「えっと……、そこはいいとして。君のような技術も才能もある人を求めているんだ。ぜひうちへ来てくれないか。絶対に後悔はさせない」

        「経営者って？」

        「だから……」

        「よくないわ。突然そんなことを言われても困るもの。第一、あなたの素性も知らないのよ？」

        しばし渋ったあと、暁斗はとても言いにくそうに、「グラニス製菓の副社長をしている」と消え入りそうな声で言った。

        「んん？」

        つまり、どういうこと？

        グラニス製菓の副社長が、野々崎フーズの開発部の統括？

        世間の会社のことはあまりわからなくて困惑していると、暁斗は簡潔に答えてくれた。

        経営の悪化した野々崎フーズに出向をしていること。経営再建の期限が迫っていること。役職はただのおまけだから気にしなくていい、とも。

        「もっと自信を持って言えばいいのに。副社長なんてすごいじゃない」

        「その肩書は俺が自力で手に入れたものじゃないから、平然とは言えない」

        父が社長だからあるだけのものだと、彼はバツ悪そうに言う。

        暮らしぶりからして、普通ではなさそうだとは思ったが社長の息子――しかも大手製菓会社の――なら納得だ。

        そして、その立場に驕るわけでもない。

        この人の下で働く人は、きっと幸せだろうなと思った。

        「採用されたからってすぐに開発の仕事に携われるわけじゃないでしょ？」

        「そうだな。ある程度の流れを覚えてもらうために研修期間があるし、関われても少しずつが基本だ」

        「じゃあ、私が入ったところで劇的に変わるわけじゃないよね」

        「君なら即戦力として関わってもらっていい。誰も文句は言わないはずだ」

        「言わないかもしれないけど、きっと不満に思う人はいるわ」

        新人がいきなり開発の中核に入り込んできたら不満が出るはずだ。暁斗が決めたことだから従うかもしれないが、抑えつけるようなやり方はよくない。

        「うちに来るのはどうしてもいやか？」

        「いやというか……私はお菓子を作っていたいの。一日中、ずっと」

        「君ならどこへ行っても歓迎されるだろう。だからこそ、ほかに行ってほしくない。こんな機会はもう二度と訪れない。手放したくないんだ」

        パティシエとして。

        わかっている。

        その文言が頭につくことはわかっているが、こんなに真摯に言われたらまるで口説かれているような気分になる。

        「みすみす君をどこかの店に送り出したら、かなりの人数を削減しなければならなくなる」

        「……情に訴えるのはずるいわ」

        暁斗は椅子を立ち、侑里の顔を覗き込むように距離を詰めた。

        「じゃあ、どうすれば君に頷いてもらえる？」

        「どうって……」

        「給料は悪くない額を出す。君のほしいだけの額でもかまわない。この家から出て行くのもきっと早まるだろうな。店をもう一度出すこともすぐに叶うはずだ」

        ぐいぐいと距離が詰められていく。

        「ちっ……近い！　近すぎる、吉原さん！」

        身体を押し返すと、すまなそうに座りなおしてくれたが、逃げ切れる気がしない。

        「もし、ほかのお店に行くって言ったら、吉原さんはどうす、る……」

        「どうもしない。毎日その店に通って君をスカウトするだけだ」

        「毎日って」

        「俺の趣味はパティスリー巡りなんだ。毎日通うくらいどうってことない」

        通われるほうはたまったものではない。

        「……わかった」

        「え？」

        「朝も言ったけど、吉原さんはきっと悪い人じゃないんだろうし、私も早くここを出たいしお金もほしい。お給料を普通にしてくれるなら、そちらにお世話になる。いい？」

        「せめて給料は倍額で――」

        「じゃあほかのお店に行く」

        「なんで好待遇を蹴るんだよ!?」

        「特別扱いされたくないの。吉原さんならわかるでしょ」

        だいぶ渋ったあと、それならと彼は頷いた。

        　

        野々崎フーズへの再就職には、形式上だが面接があった。とはいえ、顔合わせくらいの意味合いで、仕事の内容を聞いたり、出社日を決めたり、労働環境の確認だったりといったようなものだった。

        そして、初出社日。

        「杉村侑里といいます。よろしくお願いします」

        開発部に配属をされた侑里は、部内で挨拶をしたのちに珍獣扱いをされることになった。

        「暁斗さんから聞いてるよ。伝説の賞金稼ぎ職人だって」

        「誰のことですか？」

        「優勝しまくるから出禁になったコンクールがあるって本当？」

        「百パーセント嘘ですよ！」

        「宇宙と交信しながらデコレーションするんだってね」

        「!?」

        いったいどんなふうに話せばこうなるのか。

        一人、遠巻きにこちらを見て暁斗が肩を揺らして笑っている。

        ちょっとひどい印象を持たれすぎている気もするが、緊張はほぐれた。

        慣れない会社勤めにこれまでとは違う仕事。覚えることは山のようにあって、人付き合いもうまくできるだろうかと心配だったけれど。

        噂の出所が誰であっても、気を遣ってもらっちゃったかな。

        優しい職場だ。新人というだけでも使いづらいだろうに、暁斗の推薦ともなればなおさら。それでも受け入れてもらえるのはやはり彼の――

        暁斗のほうへ目を向けると、そこに彼の姿はなかった。

        「杉村さん、これのコピーを人数分取っておいて」

        「はい、すぐに」

        どこへ行ってしまったのだろうか。

        ……って、気にしてる場合じゃない。

        評価シートらしい用紙をコピー機にかけていると、ぱたぱたと軽快な足音が近づいてくる。元気な社員もいるんだなと思っていたら、「見つけた！」という声とともに思い切りハグされた。

        「へ？」

        「若ーい。かわいいー」

        すりすりと頬を摺り寄せられ、ちょっと引き気味になってしまう。

        「お名前は憶えてきたの。えっとね、かおりちゃん！」

        かおりちゃんって誰!?

        「侑里だ。本当に覚えてきたのか？」

        目の前には、豊かな胸があるだけでなにも見えないのだが、暁斗の声がする。あと、猛然と抱きついてきたのは女性だ。とてもいい匂いがするし、美人そうだし胸が大きい。

        ……胸以外の印象がない。

        「覚えてきた。でもほら、あたしって彼女にしたい子がたくさんいるから？」

        「知るか。というか離れろ、彼女が困ってる」

        「やだっ、ごめんなさい。生きてる？」

        ぐいんと引き離されたが、呼吸に難あり。苦しかった。

        「あの……えっと……」

        「新入社員の子でしょ。暁斗から聞いて、わくわくしながら来ちゃった」

        客寄せパンダかな、と思いながら女性を見上げる。

        長身で、思ったとおり美人だ。スタイルが良くてキャリアウーマンという言葉がぴったりはまりそうな人。パンツスーツがよく似合っている。

        「木嶋きじま紗和さわっていいます。男は暁斗以外興味ないけど、女の子なら人類全員愛せる気がしてるの。よろしくね、侑里ちゃん」

        「だから、うちの新人がドン引きするようなことを言うなよ、紗和」

        「えぇー、かわいい女の子が大好きなだけなのに」

        「俺でも引く。というかお前が女性を口説いたら男が干ばつ状態になるんだ。やめろ、本気で」

        心底いやそうな顔で暁斗は紗和を引っぺがした。

        たしかにこんな美人が「女の子好き」と言いながら口説きまわったら、たぶん男性は太刀打ちできない気がする。実際、侑里も彼女ならちょっといいかも、と思ってしまった。

        かっこいい女性を絵に描いたような。

        理想の上司といわれて疑えないような。

        「木嶋さんって素敵ですね」

        「あら、あたしに興味ある？　今夜デートする？　美味しいシャンパン飲ませてあげる」

        ぐいぐいと迫ってくる紗和を容赦なく押さえつけて、暁斗が吐息した。

        「こいつは酒癖悪いから本当に襲われたくないならついて行かないほうがいい。あと、杉村は仕事！」

        「は、はい！」

        コピーの終わった用紙の束を抱え、すべての机に配布するようにと指示をされる。

        仕事は大事だ。新人の仕事は決して難しくない。だからこそ失敗なんてしてはいけない。迅速に、確実に。

        机の上に一枚ずつ置いて回っていると、

        「木嶋さんに気に入られたみたいだねぇ」

        「え？」

        先輩社員がそんなことを言ってきた。

        「あの人、女の子には優しいけど仕事には厳しいからね。人を見る目もあるからだめな子は基本的にビジネストークで終わることが多いんだよ」

        「へぇ……そうなんですね。抱きしめられました」

        「本当に付き合えそうな感じだったね。あんな上機嫌な木嶋さん見るのは初めてかも」

        良かったね、と先輩は言った。

        人に好かれるのは嬉しい。でも。

        吉原さんととっても親しそう……。

        少しだけ寂しい。

        ……は？　寂しいってなに？

        「あ、そうだ」

        紗和の声に意識が引っ張られた。よく通る声に、人の目を惹きつける引力。木嶋紗和という人は、とても眩しい。

        「侑里ちゃんを見るついでに新商品の味見をお願いしに来たんだった。皆さん忌憚のない意見をお願いします」

        ついでの順番が違うんじゃないかと突っ込まれていたが、それも彼女の魅力だろう。

        素敵な人。

        華やかで、育ちがよさそうで。

        「侑里ちゃんもぜひ味見して感想を聞かせてね」

        お皿に盛られた小さなケーキを渡された。

        「いいんですか？」

        「もちろん。あなたはここの社員でしょ。試食に参加するのも仕事よ」

        周囲に目を向けると、浮ついた雰囲気はなくなり、それぞれが同じケーキを手に味を細かに吟味している。

        先ほど配った用紙はこの評価のためだったらしい。

        侑里も一口含んだ。

        「わぁ……おいしい！　ベリー系かな。甘酸っぱいクリームはイチゴとラズベリー……それから……リンゴ……」

        「えっ？」

        紗和がじっと見下ろしてくる。

        間違えただろうか。だとしたらとても失礼なことを口にしたかもしれない。

        視線に耐えきれなくなって、ひたすらケーキを口に運ぶ。

        「……本当だ。リンゴの味がする」

        暁斗の声。それに続いて同じように感嘆の声が上がった。

        「こんな微かな味、よくわかったな」

        感心した様子の暁斗の声に、間違えていませんでしたかと訴えるようにおそるおそる紗和を見上げる。答えは、にんまりとした笑顔が物語っていた。

        「もー、侑里ちゃん大好きっ」

        「へっ？　え？」

        「うちの社内でも、だーれも気づかないの。ショックで寝込みそうだったわ」

        「でも、少しだけ違う酸味の味が……」

        「そう。そうなの。スイーツ大好きな暁斗でも見つけられないくらい、微量！」

        さすがね、と全力でゆさゆさと揺さぶられる。

        りんごは微量。けれど、これが味をまとめて、アクセントの効果も果たしている。

        「これって、木嶋さんが作ったんですか？」

        「そうよ。美味しかった？」

        「はい、とっても。すごいです」

        「じゃあ、あたしへのご褒美がほしいな。木嶋さんなんて他人行儀な呼び方じゃなくて、紗和って呼んで？」

        ……どこかで聞いたセリフだ。厳密にはだいぶ違うが。

        「えっと……紗和、さん」

        ガタンっと机を叩く音に目を向けると、暁斗が「紗和、会議をしようか」と引きつった笑顔で言った。

        「もう、せっかちよね。じゃあまたね、侑里ちゃん」

        暁斗は明らかに動揺していた。もしかして紗和を名前で呼んだことに嫉妬でもしたのだろうか。

        「あの二人って、恋人ですか？　とっても仲がいいですよね」

        「結婚するんじゃないかって言われてるけど、実際どうなのかはわかんないなぁ。暁斗さんと木嶋さんがくっついたら、グラニス製菓は鬼に金棒だけどね」

        「そうなんですか？」

        紗和は、グラニス製菓の系列会社で野々崎フーズの取引先企業の社長令嬢らしい。

        家業柄か、彼女はフランスに留学をして製菓作りを本格的に学んできたらしく、パティシエとしても有能だという。実際、ホテルやブライダル方面からのスカウトもあったらしいが、彼女は自社へ入ることを選んだ。しかも、親のコネではなく実力で。

        いまでは営業部長として腕を揮っているという。

        美人で、仕事もできて、明るくて……なんて、最悪なくらい完璧だ。

        　……ん？

        紗和が完璧でなにが悪いのだろうか。

        美男美女でお似合いではないか。

        でも。

        胸がチクチクする。

        　

        二人が会議を終えたのは昼も過ぎたころ。

        鼻歌でも歌いだしそうなくらいの上機嫌で紗和が帰ったあと、過去の開発資料に目を通していた侑里の席まで暁斗がやってきた。

        「杉村、ちょっといいかな」

        チクっとした痛みは、きっと気のせいだ。

        なんですかと彼を見ると、会議室へ呼ばれて紙の束を渡される。

        「コンペに参加してみないか」

        「私が参加していいの？」

        「社員なら誰でも参加できる企画だ。君にも権利がある」

        権利はあるかもしれないが、相応しいとは思えない。

        「今回は見合わせたほうが……」

        「俺は君に開発をしてほしくて勧誘したんだ。地道に参加機会を待つのが筋かもしれないが、いまの野々崎にはそんな時間がない」

        今回のコンペは野々崎フーズの社運をかけたものになる。ただ売れるだけではいけない。大ヒットを狙える商品でなければならない。できるなら、設けられたテーマの中で目玉商品として推される商品がいい。

        「紗和が出品を見合わせるようだから、今回は絶対に逃がせない」

        先ほど試食に持って来たものはコンペ作品ではないということだ。

        「責任重大ね」

        「そうだよ。でも君にしかできないと思うし、君ならできるとも思ってる」

        「自分のお店で自由に作って出すのとはわけが違うわ。会社の業績を左右するような商品なんて……」

        「じゃあ君は不味くて自信のないものを客に提供していたと？」

        「まさか！　そんなわけないじゃない。自信を持って提供していたわ」

        「それなら大丈夫だ。紗和が絶賛していたよ」

        「え？」

        「君の店のケーキを食べたことがあるらしい。最高だったと言っていた。それでも不安なら、いまからでも作って社員に評価を頼めばいい」

        俺も食べてみたいから、と開発室の鍵を貸してくれた。

        とても急な話だ。近々のコンペは見学かなと思っていたのに、雰囲気も水準もわからない状態での参加なんて、不安しかない。

        時間がなく、危機的な経営状況の話も聞いたし、傍で働く社員たちのことを考えている人だから協力をしたいと思った。だからやぶさかではないのだが。

        「……うん？」

        今日、何度目かの引っかかりを覚えた。

        力になりたいと思った自分の気持ちに違和感を覚えるのだ。

        「そりゃあ力にはなりたいけど、別に吉原さんのためじゃないし……っ」

        絶対違うのだと、いまは誰もいない開発室に入って一人言い訳をしてみた。

        なんだか恥ずかしくなって、一心不乱に手を動かしてケーキを作り始める。

        そういえば。

        ここの社員たちは彼を名前で呼んでいた。距離が近い職場なのかなと思ったが、紗和も同じだった。

        そして暁斗もまた、紗和のことを……。

        「……なんで私だけ名字で呼ばれたのよ」

        これだ。引っかかったのはこれに違いない。

        家では名前で呼び捨てるくせに、なぜ社内で自分だけに距離を取るのか。

        そもそも距離の取り方は正しいはずなのに、寂しいなんて感じている自分もどうなのだろう。

        こっちから距離を詰めればいいのかしら。でも、いまさら？

        勢いで呼ばないと拒否したのに、流されるように『暁斗さん』なんて呼ぶのか。

        「無理ィ！」

        「侑里……どうした」

        背後からの不意の声に振り向くと、暁斗が驚いた様子でこちらを見ている。

        「作れないなら無理しなくていいんだぞ？」

        「違っ、そうじゃない！」

        「それならいいんだ。少し見学させてもらっても？」

        「私はいいけど、あ……、あ、の吉原さんは時間いいんですか」

        やっぱり『暁斗さん』なんて無理。でも、嬉しかった。名前を呼ばれただけなのに。

        「いいよ。これも仕事のうちだ」

        早く作れと急かしながら、子供のように目を輝かせる。

        作ったのは、オーソドックスなイチゴのショートケーキ。一口食べると彼は絶賛してくれたし、コンペの参加にあたり、先輩たちは応援をすると言ってくれた。

        会社の再建ができるかどうか。

        そこには自分たちの生活がかかっていて、ヒット商品の開発は急務なのだと言われた。そんな彼らの目を見て、思った。

        みんな必死だ。

        　

        野々崎フーズへ就職をしてからの日常は、侑里にいままでにはない充足感を与えてくれる。

        一般企業に勤めたことがなく、学歴も決して高いとはいえないから、少しだけ不安だった。

        暁斗が大丈夫と言って技術を高く評価してくれたことをプレッシャーに感じていたのだが、それは杞憂だったようだ。

        研修期間も終わらない新人だから、できる仕事は多くない。でも、みんながちゃんと褒めてくれる。コピー一枚にもありがとうと言ってくれる。できることが増えていく。

        それが嬉しくて、毎日楽しかった。

        オフィスでの仕事はきっと接客業ほど刺激も出会いもないと思っていたのだが、ここは違う。侑里の大好きな、人の笑顔に溢れた空間が広がっている。

        どこの職場にもあるものではない。この空間を作っているのは、おそらく暁斗だ、と。

        彼は人にものを頼むとき、必ず手を止めることを詫びてから、手すきのときを見計らってでいいと付け加える。そして、必ず礼を言う。

        中堅やベテランと呼べる社員はもちろん、新人の侑里にでも変わらずそうするのだ。

        初めて彼が食事をするのを見たとき、手を合わせて食事を始めた姿が印象的だった。姿勢を正して、綺麗な所作で、感謝を忘れない人なのかなと思わずじっと見つめてしまったほど。

        彼は毎日そうして侑里の作った食事を食べてくれる。

        ものを大切にする人。

        人を大切にする人。

        ちゃんと感謝ができる人。

        素敵だなと思った。

        家に仕事は持ち帰らない主義のようだが、毎日遅くまで勉強をしていることを知っている。そんな彼を見習って、侑里もより勉強に励んだ。

        いまよりももっと役に立ちたい。

        第一印象は正直、最悪だった。店は壊されるし、ちょっと当たりは強いし、攫われたのかと思ったくらいに。

        でも、もしもあのとき暁斗が見放していたらどうだっただろう。朝まで部屋を探して回っていたかもしれない。春めいたとはいえ、朝晩の寒さに耐えきれずに凍えていたかもしれない。

        強引だったが、彼の判断は間違っていなかった。

        正しい判断が下せる人。でも、ちょっと子供のような部分も持ち合わせている。

        ケーキを作ると言うと目を輝かせ、夕飯をハンバーグにするとあからさまにテンションが上がる。

        仕事は冷静にこなしているから、こんな一面を見るのは新鮮で嬉しい。

        遠慮のない言葉の応酬も心地よかった。それを怒らないでいてくれることも。

        彼は気が短いほうだと自分を評しているが、そう感じたことはない。優しい人だと思っている。

        そのうえ紗和のような美人の恋人もいて……。

        部屋の机でクロッキーにペンを走らせていた手が止まる。

        「いずれは結婚……かぁ」

        二人には結婚の噂があって、その噂のとおりにとても親しい間柄のようだった。暁斗は紗和についてのことを口にしたことはないが、紗和は来るたびに男は暁斗以外に興味がないと言っている。つまり、彼女は暁斗を好きだということなのだが――。

        　

        「ただいま。なんでウェディングケーキのデザインを量産してるんだ？」

        「わっ!?」

        ぬっと頭上から影が落ちて、驚いた拍子にがたがたとあちこちに身体をぶつけた。

        スーツ姿の暁斗が不思議そうな顔をして、すぐに笑う。

        「びっくりした！　おかえりなさい！」

        「修理に出した車を取りに行ったら遅くなった。夕飯済んだ？」

        「まだ。っていうか、部屋に入ってくるならノックくらいしてよ！」

        「したよ。入る前に声もかけた。でも心ここにあらずで、覗いたらウェディングケーキのデザインをしてる。……今度のコンペのテーマはウェディングケーキじゃないけど？」

        「わかってる！」

        なにを考えているのか。

        今度のコンペに出品するのは夏のケーキ部門だ。

        「結婚でもするのか？」

        「しない！　これはちょっと魔が差しただけ」

        ふうん、と暁斗はにやにやと笑う。

        「コンペのほうは捗ってる？」

        「一応。でも絞るのは難しいかも。吉原さんに意見は求められないのよね？」

        「そうだな。審査員をするから、俺が口を出したらフェアじゃないだろ」

        コンペの審査員は、野々崎フーズからは暁斗が。木嶋製菓からは木嶋社長が審査に参加をする。ほかにもグラニス製菓から数名の社員が参加をするらしく、開発員の名前は伏せられることになっているのだが。

        やっぱりちょっと意見が聞きたいなぁ。

        案はいくつかある。でも、どれもうまくいきそうで、どれも物足りない。

        「俺も今回は開発に回ればよかったかな。そうすれば侑里ともっと話ができたんだけど」

        「ケーキ、作るの？」

        「一応ね。でも本格的に勉強をしたわけじゃないから、君や紗和みたいなものは作れない」

        あくまで自分は食べるのが専門だと言った彼はなぜか誇らしげだ。

        「ほかの先輩たちの作品も見せてもらったけど、みんなすごいね。レベルが高いというか」

        「君が来るまでは、クラシックなケーキが得意な、いぶし銀みたいな職人集団だったんだけどな」

        「……そうなの？」

        そんな印象は受けなかった。

        最先端なデザインとは言い難いが、流行を意識しているように思えたのだけれど。

        「君が入社したとき、みんな歓迎ムードだっただろ。ああいうの、うちじゃあんまりなかったんだ。それが、若くて経歴も申し分のないかわいい子が来るって言った途端、あれだよ」

        そういえば、入社早々の侑里の前評判はぶっ飛んだものだった。

        宇宙と交信しているとまで言われたっけ。

        「それって、吉原さんが触れ回ったんでしょ。私、完全に変人扱いだったんだけど」

        「気難しい人が多いから、若い子は居着きにくいかもと思ったんだ。だから、ありのままを教えただけだ」

        「ありのまま!?」

        「そう。朝からすさまじい手際で美味しい料理を作る最強パティシエ……とか言ったかも」

        「ちょっと！　年頃の女性を表現する言葉としてはどうなの!?　すっごい微妙なんだけど！」

        「全力で褒めたぞ！」

        「全力の出し方が違う！」

        へにゃへにゃとした右ストレートをお見舞いすると、暁斗は笑ってその手を取った。

        「とにかく、俺は君にとても期待をしているから。君を引き留めるためならなんでもするよ。コンペも一緒に頑張ろうな」

        「は……!?」

        この人はあえてこんな言葉を使っているのだろうか。

        「あんまりそういうことは言わないほうがいいと思う」

        「そういうこと？　まあ、一緒にとは言っても、俺は相談には乗れないしなぁ」

        「ほんとよね。……って、そうじゃなくて！」

        と、そこへ唐突な着信音が鳴った。

        「……っと、ごめん、電話」

        暁斗は内ポケットからスマホを取り出しながら出て行く。

        ドアも開けたままで、仕方ないなと閉めに立ち上がったところで声が聞こえた。

        「紗和？　どうした？」

        身体が動かなくなる。

        早くドアを閉めないと。話の内容が全部聞こえてしまう。それはさすがに失礼だ。でも。

        紗和さんから電話……。

        仕事の話かもしれない。

        よくあることのはずだ。

        どれだけそう言い聞かせても胸の内側がざわめく。

        そういえば。

        私、吉原さんの電話番号なんて知らない……。

        昼間は会社で会っているし、仕事が終われば別々に帰るが、家でも会える。だから気にしなかったが――

        ……って、いつからここが自分の家になったのよ。

        早く出て行くつもりで仕事を探したのに。

        帰ってくれば会えることに安心をしている。

        まるでそれが当たり前のようにこの家に帰ってきて、合鍵までもらっている。

        なにやってるのよ、私……っ。

        「おい、紗和、聞いてるか!?」

        チクチクと痛む胸の違和感の正体を知ってしまった。

        「ああ、もう！」

        暁斗が部屋の前を横切っていく。

        「……吉原さん、出かけるの？」

        「ん。帰りはたぶん遅くなるから気にせず寝ろよ」

        「別に気にしてなんか……」

        「いつも俺が寝るまで待ってるだろ。それくらい知ってるよ」

        彼が勉強をしているから。家主より先に寝るのは違うかなとも思っている。それに、自分も仕込みの代わりに夜の時間を勉強に使うようになっていたからちょうどいいかと思って、彼が眠る頃合いまで起きていた。

        こっそりとそうしていたつもりだが、彼はそんなところにまで気づいていたのか。

        「……紗和さんのところ？」

        行かないでほしい。

        「飲みすぎたんだって。迎えに行ってくる」

        でもそれを言える立場じゃない。

        戸締りはちゃんとするようにと言って、彼は出て行った。

        紗和だって子供ではない。飲みすぎたのなら彼女の責任だ。

        時計を見た。

        二十三時。もう寝る準備をしてもおかしくない時間なのに着替えることもせず、すぐに飛び出していった。

        知っている。

        わかっている。

        暁斗は口に出さないだけで、紗和のことを大切にしているのだ。だからこそ口にしないのかもしれない。

        恋人だって彼が言ったわけではないけれど、周囲にはそう見えているし、そう思っている。

        「最悪……」

        好きだと気づいた。

        恋人くらいいるだろうとは思っていた。そういう人だから、彼に惹かれることはないと心のどこかで思っていたのだ。でも。

        「好きに、……なっちゃったじゃない」

        自分の気持ちに気づいた瞬間、失恋へと向かっていくなんて。

        「ばか」

        私のばか。

        　

        どれだけ愚かしい気持ちに気づいたところで、いま侑里がすべきことはただひとつだ。コンペに最善で、最高のものを出すこと以外にない。

        苦しいときほど手を動かし、頭を働かせてきた。手を止めている暇はないのだ。

        クロッキーに書き出したデザインは、あくまでも平面図。実際に作ったときに多少の相違が出るため、デザインを決定するまでにも何度も試作を重ねていく。

        行き詰った状態を改善するには実際に作ってみるのがいい。

        キッチンを探すと、ケーキ作りに必要なものはひととおりそろっている。

        「さすがに自分で作るというだけあるわね」

        これなら大丈夫と、すぐに近くの深夜まで営業しているスーパーへと買い出しに行って、ひたすらに手を動かした。

        まずは市販品からでいい。材料にこだわるのはまだだ。先に外観を。

        ゆっくりと想像をする。

        海。青。……違う。

        夏は青くない。侑里は夏に海へ出かけたことなんてない。そこに思い出はない。形だけではだめだ。

        夏。暑い季節。爽やかな色。

        いくつか描いたデザインを眺めながら、どれにすべきかを思案したが最終的には最初にデザインしたものにした。閃きはなににも勝る。

        夏に出すならイチゴは避けたい。カスタードクリームよりも生クリームにするべきだが……土台の強度が足りないだろうか。ダクワーズはやめて、やはりクッキー生地にしたほうがいいか。いっそスポンジにしたほうが……。

        材料を選び取りながら、夢中で作った。雑念は味となって必ず返ってくる。だから無心に。ひたすらに。

        土台を作ってオーブンへ入れて焼き、アーモンドクリームを流してもう一度焼く。焼きあがるまでの間、暁斗のためにと冷めてしまった夕飯を温め直した。

        でも、きっといらない。

        それが普通なのだろうけれど、作ることをやめられないのは――余計なことを考えてしまうのは、彼のいる時間に慣れすぎたから。

        ここにいると暁斗が嬉しそうにしている姿がちらついて消えない。

        「……早く家探そう」

        焼きあがったケーキをオーブンから取り出して、粗熱が取れたころで冷蔵庫へ押し込み部屋に戻った。盛りつけるためのデザインを調整してから完成させよう。

        午前三時三十分。

        二時間は眠れる。

        でも、もう少しだけ。

        

        　

        　

    

    
        【暁斗】

        　

        「紗和、おい、寝るな！」

        急な呼び出しに応じて迎えに行き、彼女のマンションについたのは零時半を過ぎたころだった。

        「寝るなら鍵を出してから……、ああもう」

        文字通り引きずるようにして連れて帰ってきたが、潰れるまで飲まないでほしい。酒が好きなわりにあまり強くなく、そのうえ酒癖もだいぶ悪い。

        普段の彼女からは考えられない醜態だ。

        「紗和、カバン漁るぞー」

        「はぁーい」

        はぁーいじゃねぇよ、と思いながらカバンを探る。

        玄関を開けると、絵に描いたようなへたり込み具合で寝息を立てる紗和を抱き上げ、ベッドまで運んだ。

        いつものこと。

        幼馴染みで、取引先の社長の娘で、妹のような人。

        恋人だったことは一度もないが、結婚の噂があちこちで流れていることは知っている。

        紗和の好意はずっと昔から気づいていた。彼女が隠してこなかったし、学生時代から何度もアプローチは受け続けたが、そのたびに断わった。妹以上には見られない。

        「飲むのはいいけど、毎回俺を呼び出すのはやめろよな」

        「侑里ちゃんに誤解されるから？」

        「……起きてんじゃねーか」

        「ごめん、今日はあんまり酔ってないの。でも、暁斗に会いたくて」

        「応じる俺も悪いかもしれないが、お前が道端で倒れてるかもと思うと放っておけない気持ちも察してくれ」

        大事な人だ。家族同然の。

        勝手に帰れなんて言えるわけがない。

        「暁斗は優しいよね」

        「どうだろうな。特別優しくしようとは思ってないけど」

        家族に向ける愛情に見返りなど求めない。だから特別優しくもないが、特別冷たくもしない。それだけだ。

        「……侑里ちゃんと暮らしてるってほんと？」

        「は？」

        どこかで噂になっている？

        だとすれば侑里に迷惑がかかる。早めに否定をするべきだろうか。

        それはしたくないな。

        嘘でごまかせば必ずばれる。ならば事情を話してしまうか。

        それはだめだ。

        男の家――まして職場の上司の家――で暮らして、取り入ったなどと言われるのは自分ではなく侑里だ。

        「誰がそんなこと……」

        「石鹸の匂いとか、柔軟剤の匂いかなぁ」

        噂ではない。紗和の勘だ。

        「暁斗が必死で勧誘した社員なんて珍しいから、ちょっとびっくりしたのよ」

        「彼女の才能をみすみす手放せなかっただけだ」

        「嘘ばっかり。暁斗はああいう子が好みでしょ？」

        「ああいう子？」

        聞き返すと、紗和はふふと笑う。

        「一人で頑張っちゃうような子」

        「そうか？」

        「そうよ。あとは暁斗を特別扱いしない子とかね」

        あえてそういうタイプを選んでいるわけではないが、言われてみればそうかなと首を捻った。

        「暁斗」

        そろそろと身を起こして、紗和の手が暁斗の身体に触れる。

        「行かないで」

        「悪いけど……」

        「わかってる。何回も振られたもの」

        それでも紗和は諦めない。

        男なら、一度くらいは靡いてもおかしくないかもしれない。でも、身近過ぎて恋愛感情につながらない。

        「暁斗は、侑里ちゃんが好きなの？」

        愚直すぎる質問だ。

        あえて確認をするなんて、自ら傷つきに来るようなもの。でも、聞かれたら答えなければ。

        ごまかすなんてできない。曖昧な答えはいらぬ誤解を生むだけ。

        「……特別だと思ってるよ」

        職人としての才能はもちろん、女性としてもかわいいと思う。

        洋菓子店へ就職すれば、これまでと変わらない暮らしができただろう。わざわざ不慣れな一般企業で、お茶くみをしたりコピーを取ったりする必要はなかったはずだ。

        引き留めたのは、野々崎フーズを救いたい気持ちはあったが、最初からすでに気持ちは侑里へ傾いていたから。

        一緒に暮らすようになって、共有する時間が増えて彼女の一面を知るたびに、もっと近くにいたいと思うようになった。

        いつか部屋を出て行くのだろうが、もういっそ住んでしまえばいいのに、とさえ。

        「ねえ、暁斗」

        ぎゅっと袖を掴まれた手をやんわりと解いた。

        紗和は少しだけ悲しそうな顔をしたが、すぐにじっと見つめてくる。

        「今度のコンペ、侑里ちゃんも出すんでしょ」

        「その予定だが」

        「お願いがあるの」

        ゆっくりと言葉を選びながら、揺らがない目で語られたその願いを、暁斗は受け入れた。

        　

        帰宅すると、しんと静まり返っていた。

        明かりの灯らない部屋。冷たい空気。気づけばすぐに出てきて「おかえり」とねぎらってくれる声のないことに、しみじみと寂しさを感じる。

        この部屋に侑里がいないことが考えられない。ずっとここにいればいい。

        でも。

        紗和の願いを拒めばよかったのだろうか。

        そうすれば、暁斗の周りはなにも変わらないはずだ。

        大幅人員削減を親会社から要求をされ、もらった時間は一年。もう、本当にあとがない。

        削減案が通るようなことになれば、社員の三割は確実に職を失う。再就職なんてすぐにできるものではない。多くの社員がいま、不安を抱えているはずだ。

        親会社を――父を納得させる策はひとつしかない。

        売り上げを爆発的に上げること。それだけの人材と技術があると示すこと。

        そのための案はいくつかあるが、一番手っ取り早いのは木嶋製菓との経営統合だ。

        それでも人員の削減は免れない。三割が二割に減る程度だ。

        とにかく数字が必要だ。それを叩き出すためには自社で企画から製造までを担い、ヒットさせなければならない。

        部屋の明かりをつけて、甘い香りに誘われるようにキッチンへ入った。

        試作をしていたのだろうなとすぐに理解する。これは、冷蔵庫を開けたりしないほうがよさそうだ。見てしまったら、きっと審査に響く。

        ジャケットを適当に脱ぎ捨てて、テーブルの上に置かれた夜食に手をつけた。

        「美味い」

        まだほんのりと温かい。

        ずいぶん遅くまで作業をしていたのだろうなと思って、部屋を見る。

        一人で食べる食事はこんなに味気なかっただろうか。少し前までは、温かい食事なんて口にすること自体が珍しかったのに。

        こんなにも、彼女の存在が大きくなっている。出会い方こそ最悪だったが、あの事故がなければ侑里はここにいなかった。一緒に仕事をすることもなかったはずだ。

        彼女には、自分はどんなふうに映っているのだろうか。少しくらいは、いい印象を持ってもらえているだろうか。

        無性に顔が見たくなった。

        明かりが漏れていないから眠っているだろうけれど。起こしてしまうだろうけれど。

        そっと部屋の扉を開く。

        デスクライトだけの明かりの下、机に突っ伏して眠る侑里の姿があった。

        先に寝ていればいいのに、遅くまで頑張っていたのだろう。

        もうすぐ夜が明ける。

        布団に寝かせてもいいが、多くない睡眠時間を妨げたくはない。

        身体を冷やしてはいけないとブランケットだけを肩から掛けたが、机の上に広がるクロッキーに目がとまった。

        用紙一杯に書き込まれたメモ。

        何度も書き直された、微細な分量。

        ページをめくると、何枚にもわたって書き連ねられている。いったいどれほどの試行錯誤を繰り返したのか。

        侑里の見る世界はどんなふうに見えていて、どんな思いで洋菓子を生み出しているのだろう。

        やはり審査員なんて引き受けるべきではなかった。この人ともっと共有していたい。時間を。言葉を。温もりを……毎日を。

        大丈夫。信じている。

        彼女が評価をされないなんてありえない。

        「……おやすみ」

        これからも、この日常は続いていく。

        そうあってほしいと願いながら、ライトを消して部屋を出た。

        

        　

        　

    

    
        【侑里】

        　

        コンペ当日。

        審査は木嶋製菓の社屋で行われるため、作品は当日の午前中に提出が必要だった。

        手の空いた社員で手分けをしてすべて受付へ持ち込み、無事に受領されるとほっと胸を撫で下ろす。ひとまず、やるべきことは終えた。あとは結果を待つだけだ。

        前日に、紗和も出品をすることになったと暁斗から聞かされたときは驚いたが、むしろ参加をしないほうが不思議だった。

        出品部門も被っているため、もっと早くにわかっていれば別の部門にも出す作品を作れたのにと言うと、だから言わなかったのだと返された。

        紗和との競合は、これから先も避けては通れない。ここで逃げてもいずれはぶつかる壁だろうし、どうせ突き当たる壁ならいまぶつかっておくべきなのだ。

        「終わった？」

        受付を終えた侑里に、紗和が声をかけてきた。

        「はい、無事に」

        「そう。じゃあ送って行ってあげるわ」

        「でも紗和さん仕事があるんじゃ……」

        「営業の仕事は外に出てこそよ。たとえそれがドライブデートでも！」

        「ダメですよね!?」

        「いいのよー。今日は外出の予定もないし、デスクワークの日にするって決めてるから」

        車を取ってくると言って、紗和は鼻歌混じりにスキップでもしそうな勢いで出て行く。そんな彼女の姿を、木嶋製菓の社員は複雑なまなざしで見つめていて、ちょっと気の毒な気持ちになった。

        エントランスで待っていると、白い車が目の前に止まる。紗和の車は綺麗なネイビーブルーだから、彼女ではない。

        降車してきたのは初老の男性だ。高級そうなスーツを着て、圧倒的な自信に満ち溢れたオーラを感じる。

        そのあとに続いて暁斗が降りてきた。

        目が合うと、彼は表情を緩めて微笑み立ち去っていく。言葉を交わさなかったのは、先に降りた男性に気を使ったのかもしれない。

        「侑里ちゃん、お待た、せ……」

        先にエントランスに停まっていた白い車が出て行くと、入れ替わるようにネイビーブルーの車がやってきて、助手席に乗るようにと促される。

        ゆっくりと車が走り出すと、紗和は「まじか」とハンドルをぎゅっと握った。

        「どうかしたんですか？」

        「吉原社長も審査に入るかもって聞いてたけど、本当に来るとは思わなかったわ」

        「吉原……社長……？」

        一度首を捻って、あっと手を打つ。

        暁斗の父親だ。

        「あの人が入るとただでさえ厳しめの審査がより厳しくなるのよねー。今回どれだけお眼鏡に適うかしら」

        「そんなに厳しいんですか？」

        「まあね。でも、あたしは自信あるわ。あなたは？」

        「私は……」

        はっきりいって、わからない。

        自信がないわけではないが、あるとも言い切れない。作るたび、手を加えるたびにこれでいいのかと不安になったし、合格基準が侑里にしてみれば不透明だ。これまで商品化されたものと睨み合って、自分なりに納得をしているけれど。

        「わからないです」

        「そっかぁ。初めてだものね」

        「紗和さんは本当に会社にいなくていいんですか？　結果とかは……」

        「大丈夫よ。終われば連絡が来るし、侑里ちゃんともお話したかったから」

        「私と？」

        「そう。できれば二人きりで」

        妖艶な笑みを浮かべて、紗和が一瞥を投げる。

        「どんなお話ですか？」

        「そうねぇ……とりあえずお昼はどこ行く？　ってところから？」

        「そこから!?」

        なんの話だ。

        美味しいパスタが食べたいですと答えると、任せておいてと満点の決め顔をした。

        くるくるとよく変わる表情だ。人懐こくて、笑顔が素敵で……。考えるほどどんよりと気持ちが沈む。

        「侑里ちゃんって百面相よね」

        「そんなこと初めて言われました」

        いままさに、紗和に対して同じことを思っていたのだが。

        「感受性が豊かというか、見てて飽きないわ」

        たぶん、褒められた。素直に喜びづらいけれど。

        紗和はなにかに納得したようにうんうんと頷いて、あのねと言葉を続けた。

        「今度のコンペ、暁斗と勝負してるの」

        「勝負……ですか？」

        「そ。今回のコンペって、優秀な一品を選ぶんじゃなくて商品のレパートリーを広げるためのものだから、けっこうな数が採用されるのね」

        季節のデザートや定番商品、イベント商品と部門がいくつかに分けられていて、数多くの商品が今回のコンペで選ばれる。

        その性質上、普段開発をメインに携わらない社員にも、商品を生み出す機会が与えられるまたとない機会だ。

        「でも、目玉商品は上位一点だけ。ＰＯＰをつけたり、目立つ棚に並べられるから、ほかのどんな商品より売れるわ」

        それ以外の商品は棚に陳列されるだけ。気づかれない可能性だってある。

        その目玉商品に選ばれるために、知恵を絞り、工夫を凝らす。それは売れるからだけではない。グラニス製菓本社からの企画立案の依頼が来たり、取引先からの発注だって当然増える。優秀な人にはいくらでも活躍の場が与えられるのだ。それに比例して、会社そのものが潤い、結果としてグループ全体の利益も上がる。

        「あたしは、今回も推薦商品枠を狙って出品したわ」

        「紗和さんなら当然……」

        選ばれるはずだ。

        だが、紗和はむっと拗ねたような仕草をする。

        「その勝負ね。あたしの作品が目玉商品になればあたしの勝ち。侑里ちゃんの作品が選ばれれば暁斗の勝ちって条件なの」

        「えっ!?」

        「暁斗は審査員だから出品できないし、侑里ちゃんと勝負がしてみたいってのもあったから」

        ちなみに、侑里ではないほかの社員が選ばれた場合も紗和の勝ちらしい。

        「あなたのいないところで勝手に勝負の出しにして申し訳ないなって思ってたから、事後報告」

        「それは別にいいですけど……」

        「侑里ちゃんも、あたしと勝負をしない？　自信作を出したんでしょ」

        「もちろんです。でも勝負なんて……」

        「あら。コンクール荒らしだって聞いたけど」

        「それは誤情報です！　荒らしたことなんてありません！」

        けらけらと明るく笑い飛ばしたあと、紗和はどうする、と尋ねた。

        「でも、勝ったからってなにがどうなるわけでも……」

        「勝負は賞品がついてこそよ。あたしは暁斗との勝負で、勝ったら結婚を考えてほしいって言ってるの」

        「……！」

        一瞬、なぜかどきりとした。

        付き合っているなら、いずれはそういう話も出るだろう。

        よほど結婚を紗和が焦っているのかもしれないが……。

        「負けたら諦めるっていう条件」

        「結婚は当分お預けってことですか」

        「……永久にないわ。諦めるって約束したもの」

        首を捻った。

        結婚とはそんなにシビアなものだろうか。いまはタイミングではないだけで、いつかまた巡ってくるはずだ。

        「でも、お付き合いをしていたら……」

        「付き合ってないから困ってるんじゃない」

        「んんっ？」

        「あたしと暁斗は幼馴染みなのよ。だから親しいだけで恋人じゃないの」

        「そうなんですか!?」

        だから暁斗に結婚を考えてほしいと、彼女は言ったのだ。

        「野々崎の経営再建の保険でもあるから、暁斗は受け入れてくれたわ」

        野々崎フーズには再建までにかける時間はもう多く残されていない。

        そのために、木嶋製菓との経営統合の話があると聞いた。

        ただ統合するだけではなく、暁斗と紗和が実質的につながりを持てばより強固な経営体制が構築できる。どちらにとってもメリットになる話だ。

        暁斗が受け入れない理由がない。

        「だったら、結婚も間近ですね」

        「本当にそれでいいの？」

        だめだとでも言えばいいのだろうか。

        二人が決めたことに、侑里がなにを言えるものか。

        「自分は蚊帳の外で、勝手にあなたの作品で勝負を決められて、それでいいの？」

        「だって、勝負をするって決まっちゃってますし」

        「だから侑里ちゃんもあたしと勝負をしましょう、って言ってるの」

        「なんの勝負ですか……？」

        紗和となにを張り合えというのか。

        「あたしは、暁斗が好きよ。小さいころからずっと彼だけが好きだった」

        それならなおさら、侑里に勝負を持ち掛ける意味がわからない。

        「あなたは？」

        「私は……」

        「あたしと勝負する勇気のない作品を出品したのかしら。自信作ってその程度？」

        「そんなことはありません。負けるつもりはありません……けど」

        「じゃあ勝負しなさい」

        「勝負してどうなるんですか!?」

        勝っても負けても、別にどうにもならないだろう。

        しかし紗和は言う。

        「あたしが勝ったら、悪いけどあなたに告白をさせるチャンスなんてあげないわよ」

        「え？」

        「気持ちを伝えられずに、直接振られることもない恋って、いつまでも忘れられないものよ」

        そのことに気づいて、紗和はずっと暁斗に告白をし続けているのだと笑った。

        「私、吉原さんとはまだなにも……」

        「じゃあいいわ。好きでもない人と同棲してるあなたの気持ちは、さっぱりわからないけど」

        「……それは……」

        彼の車が店に突っ込んできて、住む場所がなくなったから……。

        それは、言い訳だ。

        仕事も決まったのだから、新しく部屋を探せばよかった。そうしなかったのは、暁斗と離れたくないと心のどこかで思っているから。

        彼が好きだから。

        つんと澄ました紗和の横顔を見る。

        彼女の言うとおり、自分で終わらせるしかない恋はきっとつらい。

        振られてしまったら、それをけじめにして次へ進めるけれど、そんな機会が訪れないのだ。

        「私が勝ったら、紗和さんはどうするんですか？」

        「別にどうもしないわ」

        「ほかの人に告白されるのっていやじゃないんですか？」

        「だって、あたしはずっとそんな暁斗を見てきたもの。いまさらだわ」

        それほどまでに諦めきれない恋もある。

        自分の恋は？

        勝手に気持ちがしぼむのを待てる程度の気持ちなのだろうか。

        それなら、紗和との勝負は受けないほうがいい。

        暁斗の部屋を出て、また一人で暮らせばいい。

        また一人で……。

        「い、いやです」

        「え？」

        「私、吉原さんが紗和さんのところに行くの、すごくいやでした」

        行かないでほしいと思った。

        「でも暁斗はあたしを選んだ？」

        「はい。恋人だから仕方ないって思ってましたけど……そうじゃないなら絶対にいや！」

        「あたしもよ。なんかよくわからない、好きかどうかもわかってない子が暁斗の傍にいるなんてごめんだわ」

        だったら、答えはひとつだ。

        「私が勝ったら、吉原さんに気持ちを伝えていいですか？」

        「もちろん。決めるのは暁斗だしね」

        悪戯っ子のように紗和が笑う。

        けしかけられちゃったなと思いながらも、それが彼女の優しさなのだ。

        「もし振られたら、侑里ちゃんはもうあたしと付き合えばいいと思うの！」

        「すみません、おっしゃってる意味の半分も理解できないし、したくないです」

        「え、侑里ちゃんを恋人にしたいって言ったんだけど」

        真顔で彼女はそんなことを言った。

        　

        野々崎フーズの社屋へ戻ってくると、開発部だけでなく他部署もそわそわとした空気に満ちていた。

        結果を待つ間はいつもこんな感じで、木嶋製菓でも似たようなものだと紗和が言う。

        だから、デスクワークだと言いながら紗和は外へ出てきたのかもしれない。

        侑里は急ぎの仕事もないから、ゆっくり結果を待っていればいいよと言われ、紗和とともに応接室で時間を潰すことにした。

        接待しろとはなかなか言えないだろうから、彼らなりの配慮だと思う。

        「ねえ、侑里ちゃん」

        来客用のカップにコーヒーを淹れて出すと、紗和が座ってと隣を促す。

        「どんなものをコンペに出したの？」

        「えっと、言っちゃっていいんでしょうか」

        「大丈夫よ、もうすぐ審査も終わるし。あたしはね、シャルロットにしたの」

        少女の帽子をイメージしたビスキュイとババロアのケーキだ。

        「夏のケーキってテーマだったけど、子供のころの夏は貴重だったなぁって思って」

        「夏休みの宿題の山とか」

        「そうそう。あたしは断然最終日に徹夜派だったんだけど」

        「私は毎日時間を決めてましたね」

        「性格出るのよね……」

        紗和は目いっぱい遊ぶタイプということだろう。

        「そういう子供のころを思い出してると、ああこれしかないなぁって気になっちゃって」

        眩しい思い出。二度とは戻れない時間。甘酸っぱい青春。

        少女の帽子にはどんな思い出が詰まっているのだろう。

        彼女の想い出にはきっと、暁斗との時間がある。

        「私は、タルトにしました」

        「あら、意外。もっと個性的で、奇抜なものになるのかと思ってたんだけど」

        「いろいろ考えたんですけど、タルトに落ち着きました」

        「うんうん、それで？」

        「え？」

        「まさかあなたが、ただのタルトなんて作らないんじゃないかなって、思ったんだけどな」

        にたりと笑われたが、普通のタルトですよとしか答えられなかった。

        土台はダクワーズ。アーモンドクリームを流し込んで、ホイップクリームとフルーツで描いた、侑里がもっとも夏らしいと思うもの。

        「ソレイユです」

        「タルトソレイユ？」

        「太陽モチーフのほうですね」

        太陽をイメージしたパイ生地のタルトソレイユというお菓子はあるが、侑里が今回作ったのはそれに似た、でもまったく違う太陽のようなケーキ。

        柑橘フルーツやマスカット、ベリーなどを飾って夏の空――太陽をイメージした。

        強く照りつける太陽。温かに包み込む日差し。ときおり暁斗の顔がちらついたのは――

        「なるほどねぇ。太陽って、大事なものを思い出させるのよね」

        「大事なもの、ですか？」

        「よく、太陽のようだ、なんて表現するでしょ。主に好きな人とか」

        主に好きな人……とか。

        リフレインした言葉にどきりとした。

        「その様子だと、暁斗のこと想像して作ったでしょ」

        「ちっ、違います！　違わないけど、違う……っ！」

        「でも顔真っ赤」

        「気のせいです、絶対、紗和さんの見間違い！」

        紗和はけらけらと笑う。彼女はいつでもこんな調子だ。

        なにも思わないのだろうか。

        ……思っていないのだろうか。

        ずっと暁斗を好きだったと言っていた。自分ではない別の誰かといることを見てきたのだとも。

        そして、今回の結果次第では、完全に諦めることになるかもしれないのに。

        「紗和さんって、強い人ですよね」

        「そう？　一応いたいけな女の子のつもりなんだけど」

        「自分で言っちゃうんですね」

        うまく笑えたかどうかはわからない。

        紗和が平気なはずがないのに。

        侑里だってドキドキしている。彼女の明るさに救われているけれど、気持ちを伝える機会すら訪れないかもしれないのだ。どれだけ好きになっても、暁斗が選ぶのは一人だけ。

        紗和の提案を受けたのは憎からず思っているから？

        そこに侑里が割って入る余地はないのかもしれない。

        考えるほど気持ちが滅入る。自信がなくなる。早く結果が知りたい。

        と、紗和のスマホが静かに振動した。

        「もしもし、お疲れ様。審査終わった？」

        その言葉に緊張する。電話を切ったら紗和は結果を教えてくれるだろう。

        連絡が取れるようにしておいてほしいと暁斗からは言われていたけれど、侑里の携帯電話は着信すらない。

        「侑里ちゃん」

        スマホをポケットに仕舞って、紗和は両腕を広げた。

        「？」

        首を捻るよりも先にぎゅうっと抱きしめられる。

        「紗和さん!?」

        「採用されたそうよ」

        「えっ？」

        「侑里ちゃんの作品。採用されたんだって！」

        「ほ、本当ですか!?」

        よかったね、とねぎらってくれたけれど、そのあとに、

        「もちろんあたしのも採用されたんだけどね……！」

        と完璧なまでのドヤ顔をして見せた紗和に笑ってしまった。

        「もう、前祝でキスしとく？」

        「しませんよ！」

        前祝ってなんだ。

        そもそも勝負はついていない。

        なにより、採用されるだけではだめだ。商品がヒットしなければ、野々崎フーズは危機を脱したとは言えない。

        紗和との勝負に勝つためにも、野々崎フーズのためにも、目玉商品として選ばれなければならない。そして選ばれるのはたったひとつ。

        「えぇー、いいじゃない」

        紗和の目が本気で怖い。

        彼女は本当に女性もいけるタイプの人なのだろうか。それともただの冗談……。

        「侑里ちゃんとなら本気で寝たい」

        ではない気がする……っ。

        「あ、あの、あのー、紗和さん！」

        とん、と押し返したつもりだったが、紗和の身体が面白いくらいの勢いでぐいっと引き剥がされた。

        「やめろ。お前、女に絡むのマジでやめろ。っていうか侑里に絡むな」

        彼女をこれほど乱暴に扱えるのは、たぶん彼だけだ。

        「暁斗、帰ってくるの早すぎない？」

        「審査終わって、すぐ出ればこんなもんだ」

        つい先ほど紗和に連絡があったばかりだが、それよりも早く審査が終わっていれば可能かもしれない。

        「侑里ちゃんのファーストキスを奪って、うまくベッドに連れ込めば、絶対あたしのものにできる自信があったのに」

        「だから本気で迫るなよ」

        「あたし、侑里ちゃんを口説き落とす自信があるもの！」

        「やーめーろー！　てか、早く帰ってやれよ、新商品の打ち合わせができないって泣いてたぞ」

        暁斗はぐいぐいと紗和を部屋から押し出しにかかった。わかった押さないで、と言いながらも部屋を出る直前、紗和はにこりと笑って手を振ってくれる。

        「侑里、本当に紗和に貞操を奪われてないよな？」

        「かなりピンチでしたけど、なんとか」

        まじか、と暁斗はその場にしゃがみこんでしまった。

        「あの、吉原さん。審査、お疲れさまでした」

        「ん。早く知らせたくて電話もしなくてごめん」

        「でも、紗和さんには連絡したんですよね。採用されたって教えてもらいましたよ」

        「は？　なんで俺が君に連絡しないで、紗和に連絡をするんだ？」

        「んんっ？」

        てっきり先ほどの電話は暁斗からだと思っていたが、どうやら違うようだ。木嶋製菓の社員が彼女に連絡を寄越しただけらしい。

        「一応、俺は君の上司なんだが。部下を蔑ろにしていると思われてるなら、心外なんだが」

        「ごめんなさい。本当に、ごめんなさい」

        考えてみればそのとおりだ。

        「いろいろあって、早合点をしました！」

        「なんでキレ気味なんだよ」

        ふと笑ったあと、暁斗は「それで」と切り出した。

        「夏の新作は、君の作品をメインに売り出すことになった」

        「……え？」

        「よくやった。お疲れ様」

        「えっ、えっ、待って。頭が追いつかない」

        紗和の作品ではなく？

        「これから忙しくなるぞ。覚悟しとけよ」

        じゃあ、私は告白しなきゃいけないんじゃ……？

        人生で一度もしたことがないのに？

        振られたら居づらくない？

        「侑里？　嬉しくないか？」

        「嬉しいけど、どうしよう」

        「嬉し泣きしたいなら胸くらい貸すけど」

        「ありがとう、いまは大丈夫」

        これは迂闊なタイミングで言えない。

        まずは落ち着いてから。でも、その間に誰ともなにもないとは言い切れない。経営の悪化が持ち直せなければ、政略結婚として紗和との結婚だって絶対に持ち上がる。なるべく早いほうがいいが、早すぎたら企画がやりづらくなる。

        「吉原さん。落ち着いたら聞いてほしい話があるの」

        「いまじゃだめなことか？」

        「うん。ちょっと……だめ」

        ややあって、暁斗はわかったと頷いた。

        「君のタイミングで話してくれればいい。いつでも聞くよ」

        　

        ソレイユが発売を迎えるまで、侑里は激務に追われた。

        ただ商品棚に並べるだけではなく、目玉商品としてプッシュするため、いろいろな方面から要望が出され、それに対応をする必要があった。

        工場と開発室を往復し、試食に明け暮れ、食欲をそそるパッケージデザインを見てはひたすら満腹感でいっぱいになる。

        これは侑里の担当じゃないはずだ、と思いながらもＰＯＰと格闘をしては、次の新商品の開発に取り掛かっていた。

        野々崎フーズは、商品の採用は通年でもある程度の数はあるのだが、売り上げにつながらないことがほとんど。再発注がかからなかったり、クラシックなデザートに強くても定番化しない。少し物足りないとか、毎週のように変わるラインナップに目移りをされてしまうのだ。

        ようやく発売までこぎつけたが、問題はここからだ。

        再発注がかからなければ次はないわけだが。

        「もしも」

        デスクの上に置いたシュークリームを見つめて、暁斗が神妙な面持ちで口を開いた。

        「ソレイユの再発注がかからなかったら、どこかのメディアに杉村を顔ごと売り込むっていうのはどうかな」

        真顔だ。

        本気で言っている。

        「ただの開発員が顔出し!?」

        「コンクールを出禁になった、宇宙と交信できる賞金稼ぎだぞ!?」

        「出禁になってないし、交信もしないし、賞金稼ぎだってやってないです！」

        ダンっと机を叩いて侑里はいつもどおりに反論をした。

        「杉村侑里の名前を出せば絶対に売れる！」

        「それはどうかと思います！」

        「使えるものは使うに決まってるだろ。こっちは慈善事業じゃねーんだよ、売れなきゃ困るんだよ！」

        それはもっともだ。

        売れなければ、社員の三割が職を失うかもしれない。

        「いっそ社内の誰かがブログに口コミをねつ造して、社員全員でそれを評価して回ればいいんじゃないでしょうかね～？」

        「それだ」

        暁斗の動揺っぷりが清々しい。それだ、ではない。

        「ちょっと先輩！　そそのかさないでください。吉原さんも乗らない！」

        「だいたい、君は心配じゃないのか？　社員一万人の生活が懸かってるんだぞ？」

        「社員数どんだけ盛るんですか！　ていうか新入社員には荷が重すぎます！」

        もうシュークリームを口に詰め込んでやろうかと考えていると、暁斗のデスクの内線が鳴った。

        営業部からだよ、と内線番号を覗き込んだ社員が声を潜める。

        今日は初動売り上げの報告が上がってくることになっているから、その連絡だとすぐにわかった。

        暁斗の様子をうかがっていると、終始楽しそうに相手と話している。そして受話器を置いたあと。

        「杉村。喜べ、再発注かかったぞ！　顔出しは免れた！」

        「ほ、本当ですか!?」

        本当に、喜ぶときは子供のようにはしゃぐ人だ。これでもかと言わんばかりの笑顔が心中を語っている。

        「ああ。すごい人気らしい。どうやら人気ブロガーがレビューしてくれたそうだ」

        あれ、デジャブ。どこかで聞いた話だ。が、こちらの話はねつ造などではない。

        名前を聞いて検索をしてみると、間違いなくソレイユの口コミが書かれている。しかも、驚くくらいの高評価だ。次の記事には紗和の作ったシャルロットのレビューもあった。つまり、あちらも好調だということだ。

        「シャルロットもかなり売り上げを伸ばしているようだが、ソレイユのほうが倍くらい売れてるそうだ」

        「え？　そうなんですか？」

        「紗和が圧のある笑顔で一緒に推してるらしい」

        紗和さん、どんな笑顔ですか……。

        「紗和は本当に君を気に入ってるらしいからなぁ。まあ、おかげで絶好調なんだから、お礼をしないとな」

        「お礼ですか。菓子折り持って行ったり……とか？」

        「ん、そういうのもいいけど今夜は開発部と営業部で飲み会をすることになったから。木嶋製菓の人たちも来る。君の席は紗和の隣な。あいつ、ものすごい飲むし、酒癖悪いけど」

        「え!?」

        これも接待というやつか、と思って大人しく承った。

        　

        もしかしたら、乱痴気騒ぎなんてことでも始まるのかなと思っていた。

        ある意味ではそのとおりなのだが、思っていたよりも紗和は静かに飲んでいる。その量は、ちょっとおかしいペースだけれど。

        「もうね、暁斗が営業に出ればいいと思うのよ」

        「出てる」

        「それで、侑里ちゃんの商品を、グラニス製菓の名前をちらつかせて推せばいいの」

        「そんな取引があるか」

        「あたしなんて、笑顔を見せただけで即頷いてくれるわ」

        「それはお前の笑顔が怖いからだろ」

        「ってゆーか、お酒お代わりくださーい」

        くださーい、ではない。

        飲みすぎだ。

        「あ、あの、紗和さん……」

        おろおろと侑里が声をかけると、紗和は平気よと笑う。でも呂律が怪しい。

        「紗和、俺に凭れ掛かるな」

        「えぇー」

        紗和を挟んで両横に侑里と暁斗が座ることになったが、紗和が大人しく座っていたのは乾杯までの間だけ。

        座敷席ということもあって、パーソナルスペースはあってないようなものだったが、暁斗がもはや背凭れ同然の扱いだ。

        「次のお酒が来るまで、暁斗のもらっていい？」

        紗和がテーブルに手を伸ばすと、暁斗はそっとグラスを遠ざけた。

        「これは俺の。それにノンアルコールだよ」

        「別にいいのに」

        むっと唇を尖らせ、もういいと言って今度は侑里に近づいてくる。

        「紗和さん、もしかして酔ってます？」

        「え、あたし酔わないけど」

        「いつもより目が据わってますよ……？」

        「いいのいいの。それより侑里ちゃん、あたしと一夜のアバンチュールなんてどう？」

        ずいと顔を近づけられ、ぶんぶんと首を横に振った。

        アバンチュールって。

        「きっとサイコーよ――」

        ダンっ、と強めにグラスを置く音がしたかと思うと、暁斗の手が紗和の肩を掴む。

        「紗和、マジでやめろ」

        「えぇぇ……、本気なのにぃ」

        「ちょっと！　木嶋の社員さんはこいつを隔離してもらえませんかね。うちの社員がセクハラに合ってるんですけど！」

        ぐいぐいと奥へと押し込み、紗和を遠ざけたものの、その扱いがあまりに雑でひやひやする。

        「あんな扱い方したら紗和さん可哀想」

        「大丈夫、あいつ、俺より強いから」

        「なにが!?」

        酒が？　力が？　喧嘩が？

        「いつもハイペースなんだが、今日はことさら早いな。悪い、もうちょっと楽しく飲めると思ったんだが」

        「すごく楽しいよ？　吉原さんが飲まないのは意外だったけど」

        車で来ているわけでもないのだから、飲んで、少しくらいは酔うかなと思っていた。

        暁斗は曖昧な笑みを浮かべて返事をはぐらかし、ところでと話題を変える。

        「紗和とアバンチュールするのか？」

        「しないわよ！」

        真顔で聞くから怖い。しかも、本気でほっとした顔をする。

        いったいなんだと思われているのか。

        「君は飲まないのか？」

        「私はお酒飲んだことなくて。弱かったら目も当てられないから」

        「どうせ同じ部屋に帰るんだから、連れて帰っ――」

        「わーっ！」

        周囲が一瞬ざわついた。

        大慌てで阻んで声を潜める。

        「なに言う気!?」

        「ありのままを？」

        ありのまま言ったら大問題だ。付き合ってもいない男女が、ひとつ屋根の下で生活をしているなんて。

        付き合っても、いない……

        告白すらしていない。

        そんな時間もなくて、自信も持てず、ずっと後回しにしてきたこと。

        そろそろ腹をくくる時期だ。

        部屋を出て行く準備もだいたい整った。

        「吉原さん、今日、ちょっとだけ時間いい？」

        「いつでもいいけど。なに、そろそろ話してくれる気になった？」

        「うん。あとで話すね」

        仕事も目下の心配事だった再発注もかかった。

        これなら、ものすごく居づらい空気になっても乗り切れる。飲み会で気持ちも緩んでいるから、勢いで行くしかない。

        今日しかないと決意して、時間いっぱいまでひたすら騒いだ。

        大勢で食卓を囲むのはいつ振りだろうか。もしかしたら初めてかもしれない。父は記憶にほとんど残っていないし、母はいつも忙しそうにしていて食事は一人だった。家族で食事をすることがなく、学生時代も学食へ繰り出す友人を見送って一人で弁当を食べていた。母が他界してからはずっと一人。

        暁斗と一緒に食事をする時間は貴重だったが、最近はお互い時間がバラバラだ。

        嬉しい。たくさんの人に囲まれているのは楽しい。そういう空間を、暁斗はどこででも作っていけるのだ。

        まあ、この人甘いものばっかり食べてるけど。

        ちらりと見ると、しめる気満々でひとりデザートを頼んで食べ始めている。

        飲み会が終わったあと、二次会への誘いもあったが、今夜はゆっくりしたいからと断わった。

        「紗和、おい、寝るな。せめて歩け。起きろ」

        最後に出てきた暁斗は、紗和に肩を貸している。酔いつぶれてしまったらしい。

        くったりと気持ちよさそうにまどろむ彼女は、普段のバリバリ仕事をこなす姿とはまるで違う。隙も弱点もある、普通の女性だ。

        「紗和さんって完璧そうだから、酔いつぶれることなんてないんじゃないかって、思ってたんだけど」

        「俺が迎えに行くから潰れても平気って思ってるらしい。どこで間違えたんだか」

        そういう相手がいれば、きっと羽目も外せるだろう。

        少しだけ、紗和が羨ましい。

        「タクシー探してくるね」

        「ありがとう、助かる」

        大きな通りまで出れば、このあたりはいくらでもタクシーが走っている。呼び止めたあと暁斗の元へ戻ると、先ほどまでまどろんでいた紗和が彼を抱きしめていた。

        近づいていいはずがない。でも、足は止まることをやめなかった。

        「暁斗は、優しすぎるのよ」

        「うん、聞いたよ」

        「だから、女は勘違いしちゃうの」

        「うん」

        「……あたしじゃ、だめ……？」

        紗和は、切々と彼への想いを紡いでいる。

        一度暁斗と目が合うと、すぐに帰るぞと紗和を促した。

        返事はしたのだろうか。

        なんと言って？

        「タクシーどこ？」

        「この先の通りで待ってもらってる」

        案内をするところまでが侑里の役目だ。彼らが帰ったあとは、この時間なら終電にぎりぎり間に合うだろうか。走ればなんとかなる。

        暁斗が紗和をタクシーに押し込む。

        「吉原さん、私ここで」

        「ちょっとだけ待って」

        運転手に行き先を告げて、紗和を乗せたタクシーが走り出した。

        「送って行かなくていいの？」

        「話を聞くって約束したから。それに、女の子の夜道の一人歩きは危ない」

        向こうはタクシーに乗せたから大丈夫だろうと言って、暁斗は侑里の顔を覗き込んだ。

        「それで、話ってなに？」

        「えっ……と……」

        なにと言われて、さらっと答えられるものだろうか。

        「ちょっとだけ時間をちょうだい。整理するから」

        「いいよ。その間に俺の話を聞いて」

        暁斗の腕が侑里を捕まえる。

        「吉原さん？」

        「ずっと言おうと思ってた。忙しくてそれどころじゃなかったけど、やっと言えそうだ」

        強く引き寄せ、胸の中へ抱き込んだあと、静かな声が零れた。

        「好きだよ、侑里」

        喧騒が音を失くしていく。

        そこには初めから、街の音などなかったかのような錯覚を覚えた。

        「好きだ」

        もう一度。

        囁くように紡ぎ出された声を聞いて、真っ白になった頭が意味を理解する。

        「俺と付き合ってください」

        そんなことを真摯に語られるとは思わなかった。

        彼くらいの年齢になれば、恋なんて知らずに始まって、気づけば恋人になっていて、やがて自然に結婚をするような気がしていたから。

        でも、考えてみれば暁斗は折り目正しい人だ。ありがとうもごめんも言える人。

        漠然としたままでいるはずがない。

        でも。

        「え……ちょっと保留で」

        真っ白になった頭で、なぜかそんなことを言った。

        「保留？」

        残念そうな顔をする。

        どうしてと聞くことはなかったが、とても悲しそうな声だった。

        「私、紗和さんと約束してる、ので」

        「どんな約束？」

        「この間のコンペで勝ったら、告白をするチャンスがもらえるので、私が告白しないと！」

        「一応聞くけど、誰に？」

        「誰……」

        暁斗にだが。

        ぼっと火がついたように顔が熱くなった。

        人に思いを伝えるのは、とても勇気のいること。恥ずかしくて、怖くて、それでも前に進むために必要なものだ。

        誰かに選んでもらうということは、とても恐怖すること。

        好きな人が自分を好きになってくれるのは、奇跡に等しいこと。

        そんな思いをしながら、それでも人は誰かを思う気持ちを止められない。

        「私、吉原さんが好きです……」

        彼はとても綺麗に微笑んだ。

        そして、柔らかに「うん」と相槌をひとつ。

        「お付き合いをしたい……です」

        じっと顔を覗き込まれた。

        時間が止まったように長く感じられ、息が詰まる。

        「俺も」

        優しく唇が重なった。

        　

        帰りのタクシーの中では、どちらともなく手をつなぎ、ときおり目が合うと熱い思いがこみ上げてきて、胸がいっぱいになった。そんな気持ちに気づいてくれたのか、暁斗が肩を抱いてくれる。そして彼の胸に身を預け、そのまま帰った。

        玄関を入って扉が閉まると、背後からぎゅうっと抱きしめられた。

        掠めるように唇が触れ合って、離れたかと思うと荒っぽいキスへと変わった。

        「っん、ん」

        何度も啄ばまれ、呼吸が苦しくなって暁斗の胸を押し返す。

        「吉原さん、苦しい……」

        「暁斗」

        誘うように唇を指でなぞられた。

        「暁斗、さん」

        「やり直し」

        「なんで……っぅ、ん」

        舌が歯列を割って口内へ侵入してくる。初めての感覚に身を強張らせると、暁斗は遠慮がちにゆっくりと口蓋を舐めた。唾液が混ざりあい、柔らかでねっとりとした感触が絡みつく。

        「侑里、俺の名前を呼んで」

        「……暁斗……？」

        「ん。そう呼ばれたい」

        うっとりするくらい優しく微笑むと、暁斗は侑里の身体を抱き上げて自分の部屋へと入った。

        明かりがつけられ、普段は入ることのない部屋を見ることができる、またとない機会だが、まじまじと見る余裕など、彼は与えてくれない。

        広いベッドに横たえると、ジャケットやネクタイといった邪魔になりそうなものをさっさと脱ぎ捨て、侑里に覆いかぶさった。

        「あ、あの、吉……暁斗、待って」

        「どうして？」

        首筋にかぷっと噛みついて、暁斗はやめる気なんてない様子で尋ねた。

        「し、シャワーとか……浴びたい……」

        「どうせすぐに汚れる」

        「そういう問題じゃ……、……っ!?」

        流れるような手つきで服に手をかけると、彼は器用にボタンを外し、開かれた胸元にキスをする。

        「っ……」

        「付き合ってすぐはいやだとか言われたら考えたけど」

        「心の準備とか、ちょっと時間がほしい……」

        「ごめん、無理」

        ぷつんとブラのホックが外され、胸の頂をぺろっと舐められた。

        「ひぁ……っ」

        びくっと身体が震えると、暁斗は気を良くした様子で、先端の飾りを指と舌で捏ねて弄ぶ。

        「ぅ……っん……っ」

        優しい手つきで肌を撫で、それとは裏腹に執拗な愛撫が繰り返される。

        形に添うように掬い上げ、押し潰すように揉みしだきながら、衣服がするすると脱がされていくことに気づいて、暁斗の身体を押し返した。

        「私だけ脱がされるのはなんか、いやなんだけど……」

        「じゃあ侑里が俺を脱がせばいいよ。ほら」

        手を取ってどうぞと言いたげに導かれたが、無理だ。

        指先がかたかたと震えている。

        「こんなの、無理……っ」

        脱がされるのも脱がすのも、侑里には耐えられる気がしない。

        世間の恋人たちは、こんな恥ずかしいことを平気でしているのか。

        「俺だけを見て、俺だけを感じればいいよ。そのうち羞恥心なんて吹っ飛ぶ」

        くにくにと硬くなる胸の飾りを指先で弄び、ちゅるっと口へ含まれる。

        「っん、っふ……ぁ、や……」

        先端から甘く疼いていく。

        何度もちゅっ、ちゅっと音を立てて吸いつかれて、舌先を絡めて捏ねられると、もっとしてほしくて暁斗の頭を引き寄せた。そんなことをしている自分がとても……。

        「恥ずかしい……っ」

        顔を覆い隠したくなるくらいに。

        「侑里。顔、隠さないで」

        両腕をベッドに押さえつけられ、隠せるものがなにもなくなった。

        暁斗は優しく大丈夫と繰り返し、宥めるようにキスを降らせていく。唇、頬、瞼。首筋へと滑って、胸元へ。柔らかな膨らみに吸いついて、そのまま脇腹を舐め上げた。

        「っふ……ぅ」

        びくんっ、と身体が跳ねて身を捩ると、暁斗はそれを制するように侑里の脚を開かせる。

        「や……っ、それ……」

        頭の先まで血がのぼっていくように熱い。

        「お願い……、せめて暗くして……？」

        「……だめ。俺が見たい」

        両腕をひとまとめにして束ねて押さえつけられたあと、暁斗の手がゆっくりと肌を撫でた。

        「っ……ぅ……んぅ……」

        少しくすぐったい。それと同時に、触れられた場所が熱を帯びていく。

        腰から太腿へと滑る指先が内股を撫でて、やがて秘裂をなぞった。

        「ぁ……っ」

        胸元に顔を伏せ、暁斗の舌が胸の飾りをちろちろと舐める。たっぷりと唾液で濡らし、ちゅぷっといやらしい音を立てて硬く尖らせた。

        ツンと粒が立ちあがっているのが自分でもわかる。そして、そろりとなぞられた秘裂が、ぬるぬると滑り始めていることも。

        「あっ……ん……っ」

        添わせて撫でているだけだった暁斗の指先が、もっと深い場所に触れている。ぬかるんだ秘所はくちゅくちゅと水音を立てながら、甘い刺激を歓待し、熱を帯びた。

        ジンジンと痺れるような感覚が下腹部から溢れていく。でもそれを止めることはできない。暁斗が触れるたびに強くなって、焦れてしまう。

        腰を揺らし、両脚を閉じてみても変わらなかった。

        「あき、と……なんか、変に……」

        「変？　どんなふうに？」

        笑みを浮かべ、教えてと囁く。

        「わ、わかんない……熱くて、変なの」

        「このあたりとか？」

        ぬるりと滑った指が敏感に膨らんだ芯を捉えた。

        「ゃ……っ、ああ……っ」

        腰が浮き上がるほどの快感が襲う。そっと撫でられただけで、頭が真っ白になった。

        「ああっ……あっ、ん……」

        脚をもがかせながら、快感の恐怖から逃れようとするが、簡単に逃がしてはくれない。

        両脚を掴まれ、さらに大きく開かされると、暁斗は秘部へと顔を埋めた。

        「やっ……暁斗……そんなところ、だめ……っ」

        口をつけ、花芯をぺろっと舐め上げられる。

        「ふっ……んぅっ……あっ、あ……」

        柔らかく湿った感触は、指で触れられるものとは違ってじれったく疼く。

        「あっ……あき、と……っあぁ……」

        ちゅうっと吸い上げられると、全身がびくびくと跳ねた。

        「侑里の蜜は甘いな」

        くちゅ、じゅる、と耳を塞ぎたくなるような音を立てて蜜が吸われ、中へと舌が差し込まれる。

        「あっ、んっ、ぅ……暁斗……もっと……」

        手を伸ばしてねだると、指を絡めて手を取り、願ったとおりに熟れた肉芯を強く吸い上げてくれた。

        「ああっ、あ、ああ……っ」

        身体の内側からなにかが弾ける。溢れて決壊した快感は、全身に駆け巡ってびくん、びくんと痙攣をさせた。

        「かわいい……」

        うっとりとした暁斗の声が、やけに扇情的に聞こえる。

        「侑里、きついかもしれないけど、もう少し」

        覆いかぶさって、耳元に囁かれた。ぺろっと舌を這わせ、耳朶を甘く噛まれる。

        「んっ……ぁ、んぅ……」

        なにをされても、いまはすべてに感じてしまう。それくらい気持ちいい倦怠感に襲われている。が。

        つぷりと蜜孔に指が押し込まれた。

        「っ、は……あっ、……ああっ」

        達したばかりの敏感な襞が押し広げられていく。ぬちゅぬちゅと抜き差しを繰り返し、もう一本を増やされた。

        「あっ……苦し……っ」

        「ゆっくりするから。息は止めずに」

        頭を撫でて、呼吸を促される。ふっ、と合わせるように息を吐いて、吸う。

        「入れていい……？」

        切なげな声に、こくりと頷いた。

        頭をそっと撫でられ、キスを交わすと蜜を蓄えた秘孔に熱く、硬いものが押し当てられる。

        ゆっくりと、先端が押し込まれると目の前が真っ白になった。

        「っ……、っ……あ……」

        「つらくないか？」

        こくりと首を縦に振ったものの、まるでつらくないと言えば嘘になる。でも、それ以上に……。

        「暁斗と……」

        つながりたい。

        その一心で彼を求めた。

        「うん、俺も」

        優しく微笑みかけてくれたが、いつもとまるで雰囲気の違う様子に、胸の奥がきゅっと締め付けられるようだ。

        暁斗に求められることが嬉しい。

        ぬぷ、と屹立が押し込まれていく。

        「っく……んっ、ふ……」

        指よりはるかに質量を持ったもので内側を押し広げられる圧迫感と、未熟な襞を引き裂くような痛みに苦悶した。

        「侑里、俺を見て」

        頬を撫でられ、暁斗の声に従うと、目尻に労わるようなキスが落ちる。

        腕を背に回して逞しい身体に縋り、少しずつ受け入れていく。

        「は……っあ……」

        すべてが中に納まると、暁斗は何度もキスを降らせた。

        「暁斗……好き……」

        ひとつになると感情が溢れ、うまく言葉にできなくて、それだけが精いっぱいだ。

        でも、暁斗も微笑んで

        「俺も好きだよ」

        と愛しそうに言った。

        律動が緩やかに始まる。

        侑里を気遣いながら、浅い動きから次第に大きな動きへと変わっていく。

        「あっ……あ、ぁっ……ん、んっ……」

        揺すり上げられるたびに痛みが快感となり、なにも考えられなくなった。

        恥ずかしいとか、痛いとか、苦しいとか。暁斗の言ったように、本当にそんなことを考えてなどいられない。気持ち良くて、幸せで、満たされてしまう。

        肌のぶつかり合う乾いた音と、ヌチュ、ズチュと絡み合う水音。荒く熱い呼吸が混じり合って、融けてしまいそうなほど気持ちいい。

        「侑里、もう……」

        「んっ、はぁ……っあ、きと……あっ、ああ……っ」

        激しく奥を突かれ、快感が昇り詰めていく。視界が明滅して、膣内でびくびくと脈動する熱欲を感じたのを最後に、侑里の意識は途切れた。

        　

        髪を撫でる手が、とても気持ち良かった。

        優しく慈しまれているような、子供のころを思い出す感覚だ。身体はだるく、もう少し眠ろうかと思ったが、視界の端がわずかに明るい。もう夜明け時だろうか。

        ゆっくりと瞼を持ち上げると、上体を起こした暁斗の腕に抱きしめられていることに気づいた。

        そして、彼は膝の上にノートパソコンを広げている。

        「起きた？」

        身じろいだ侑里に気づいて、暁斗はぱたりとパソコンを閉じた。

        「仕事？」

        「ん、ごめん、眩しかったかな」

        「ううん。大丈夫」

        仕事を持って帰ってきたのだろうか。

        飲み会も急に決まったことだし、再発注の連絡も午後を過ぎていたから、もしかしたら暁斗はとても忙しかったのかもしれない。

        「あ、あの……ありがとう」

        「なにが？」

        「仕事を後回しにしてくれたのかなって、思って……。だったら申し訳ないなぁ……って」

        ごにょごにょと口ごもる。暁斗との関係が変わって、身体をつなぎ、初めての目覚めだ。なにをどう話していいかわからない。けれど、そんなことないよと彼は微笑んだ。

        「侑里の寝顔見てたら、また襲いそうになって」

        「!?」

        気を紛らわせただけだと言って、暁斗は侑里に覆いかぶさる。

        「かわいくて、また我慢できなくなってきた」

        「で、でも、仕事に変わりはないんでしょ……？」

        「うん、まあ。今回採用された商品の収支を試算してただけ。資料にして営業に回す必要があるから」

        「それって、経営再建に関わること……よね？」

        試算とはいえ、ある程度の目処はついているはずだ。結果は気になるのだが――

        「あ、暁斗……待っ……あっ」

        返事も聞かずに、肌へちゅうっと吸いついてくる。

        「だめ？」

        「そうじゃないんだけど……」

        「じらさないで」

        秘部に硬いものが押し当てられた。

        「あっ……、暁斗……あの、結果はどうだったのかな……って」

        「再建の話？　軽く超えてる。心配しなくていい」

        「えっ、本当!?」

        「ああ。みんな君に刺激を受けて、想像以上にやる気だったから、それが報われる結果になってるよ」

        努力したことが報われる瞬間は、なににも勝る喜びだ。

        「よかっ……、た……、……？」

        暁斗を抱きしめようとした腕が、強くベッドに押さえつけられる。

        「仕事の話はもういいか？」

        苦しげな声で聞かれた直後、熱い塊が膣内にぐっとねじ込まれた。

        「っ……ぅ、く……んっ、あ……っ、ひど……っ」

        「寸止めさせるほうが悪い。俺は我慢できないってちゃんと言った」

        暁斗が動くたびにぬぷ、ぬちゅと音が立つ。下腹部が熱く、きゅうっと締め付けた瞬間に大きな質量を感じた。

        「さっきよりキツイな。苦しくないか？」

        ふるふると首を横に振る。

        苦しくはない。でも――。

        「融け、そう……」

        自分の身体と、暁斗の身体の境界がわからなくなるほど、蕩けてしまいそうだ。

        「そうだな……もういっそ融けてしまえばいいのに」

        うっとりと。煽情的な声音で囁かれ、夢中でしがみついた。なにが現実なのか。錯覚なのか。感覚なのか直接的な刺激なのかも不鮮明になってくる。

        「暁斗……っ、もっと……っ」

        激しく打ちつけられれば現実だと理解できるかもしれない。快感を極めて達すれば、どうしようもないくらい混濁した意識が、正常に戻るかもしれない。そう、思ったけれど。

        「あっ……ああっ……！」

        最奥を強く突き上げられ、身体が震える。ぞくぞくとした快感に取り込まれて、はしたないほど嬌声をあげた。

        「んっ、……く、ふ……あっ……んぅっ」

        身体を捻って逃げようとしたのは無意識のことだったが、暁斗の手がそれを押しとどめる。そして、腰を掴まれて、後ろからずんずんと容赦なく責め立てられた。

        「ああっ……っ、あ、きと……あ、ぁああ……っ！」

        ベッドに突っ伏し、くぐもった悲鳴を上げる。ドクッ、ドクッと肉欲が脈動して、暁斗はふっと吐息した。

        「侑里……おいで」

        ぎゅっと抱きあげられたが、身体に力が入らずくったりと身を預ける。

        「なあ、まだ出て行くつもりでいる？」

        「え……？」

        さらに力が込められ、抱きしめられた。

        「俺はこれからもずっと一緒に暮らしたいんだけど……そういうのはいやかなって」

        「いやというか……」

        しばらくの間借りという約束だったから、出て行かなければいけないかなと思っていた。

        「一緒に飯を食ったり、帰りに出かけたり、パティスリー巡りに付き合ってもらったりしながら、侑里と同じ時間を過ごしたいよ」

        あまりいい出会いではなかったと思う。事故なんて、決してプラスに解釈はできないものだ。でも、もしかしたら……。

        「あのとき、暁斗を事故に巻き込んだのって、もしかしたら天使だったりして」

        「……」

        あれ。反応がない。

        見事に硬直している暁斗を見上げると、彼はわかりやすいくらいに赤面していた。

        「ちょっと、赤くなってないでなにか言ってよ」

        「え……いや……」

        「もう！　どういう反応なの!?　そこは、そうだね、とかでしょ！」

        「いや、無理だ。俺がそんなことを即答できるわけがない……やばい、かわいい」

        「ばかにしてる!?」

        「まさか！　そういうところも全部好きだよ」

        じゃれ合うようにキスをする。

        夏も始まる季節。

        初めてひとから無償で与えられたのは、夏の太陽のような温かな愛情だった。

        　

        　

        　

        終

        

        　

        この作品はフィクションです。実在の人物・団体・事件などにはいっさい関係ありません。

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。

        

        　

        ロマンス文庫

        　

        書名　　　　　恋するパティシエ　同居人は副社長

        著者　　　　　桜旗とうか

        表紙イラスト　羊毛兎

        発行日　　　　二〇一九年一月発行

        発行所　　　　株式会社オリオンブックス

        住所　　　　　東京都渋谷区渋谷３-５-16
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